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新機能および変更情報

• 新機能および変更情報, vii ページ

新機能および変更情報

参照先日付変更の詳細

目次を参照2015年 12月 22日リリース 11.5の新機能

すべてのクライアント：

• Jabber間帯域幅の設定

•ログアウト非アクティビティタイマー

•クラウド展開のマルチデバイスメッセー
ジング

Cisco Jabber for Windows：

•ブラウザクリック通話

• My Jabber ChatsおよびMy Jabber Files
ディレクトリの場所

Cisco Jabberデスクトップクライアント：

•ログイン時のチャットの復元

11.5のすべての新機能の詳細につい
ては、リリースノートを参照してく

ださい。

（注）
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第 1 章

Cisco Jabber の機能

• Cisco Jabber 11.5の機能, 1 ページ

Cisco Jabber 11.5 の機能
Cisco Jabber for
iPhone and iPad

Cisco Jabber for
Android

Cisco Jabber for
Mac

Cisco Jabber for
Windows

機能

XX○○応答可能なときに

アラート

XX○○自動アップグレー

ド

XXX○チャットの自動保

存

○○○○ブリッジのエスカ

レーション

○○○○ブロードキャスト

メッセージ

XX○○コールピックアッ

プ

○○XXコールパーク

○○○○コール保持

XXX○チャットの検索
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Cisco Jabber for
iPhone and iPad

Cisco Jabber for
Android

Cisco Jabber for
Mac

Cisco Jabber for
Windows

機能

XXX○チャットセキュリ

ティラベル

○○○○Cisco WebEx
Meetingsの統合

○○X○サイレントモニタ

リングおよびコー

ル録音の設定

XX○○カスタム連絡先

XX○○カスタム HTMLタ
ブ

○○○○SIPプロファイルで
のポート範囲の定

義

○○XXDial via Office：リ
バース

○○○○連絡先リストの

ディレクトリグ

ループ

○○○○Expressway Mobile
and Remote Access

○○○○遠端カメラ制御

○○○○ファイル転送

XXX○FIPSコンプライア
ンス

○○○○フレキシブル
Jabber ID

○○○XフレキシブルDSCP

○○○○グループチャット

○○○○ハントグループ
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Cisco Jabber for
iPhone and iPad

Cisco Jabber for
Android

Cisco Jabber for
Mac

Cisco Jabber for
Windows

機能

○○○○インスタントメッ

セージ

○○○○インスタントメッ

セージの暗号化

○○○○Jabber間コール

XX○○ロケーション

○○○○ログアウト非アク

ティビティタイ

マー

XX○○必須アップグレー

ドのサポート

○○○○複数リソースのロ

グイン

XX○○常設チャットルー

ム

○○○○プレディクティブ

な連絡先の検索

○○○○プレゼンス

XXX○Outlookフォルダへ
のチャット履歴の

保存

XXX○チャットの印刷

○○XX携帯電話への送信

○○○○サービスディスカ

バリ

○○○○シングルサインオ

ン

○（OS機能）○（OS機能）○（OS機能）○（クライアント
オプション機能）

スペルチェック
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Cisco Jabber for
iPhone and iPad

Cisco Jabber for
Android

Cisco Jabber for
Mac

Cisco Jabber for
Windows

機能

○○○○テレメトリ

○○○○URIダイヤル

○（モバイルクラ
イアントは BFCP
受信のみをサポー

トします）

○（モバイルクラ
イアントは BFCP
受信のみをサポー

トします）

○○ビデオデスクトッ

プ共有（BFCP）

○○○○音声およびビデオ

通話

○○○○音声およびビデオ

の暗号化

○○○○ボイスメール
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第 2 章

すべてのクライアントに共通の機能

• ブリッジのエスカレーション, 5 ページ

• Collaboration Meeting Room, 6 ページ

• パーソナルルーム, 7 ページ

• プレゼンスサブスクリプション要求のプロンプト, 7 ページ

• 問題レポートの復号化, 9 ページ

• 一時プレゼンス, 10 ページ

• ファイル転送とスクリーンキャプチャ, 11 ページ

• URIダイヤル, 14 ページ

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceのエンタープライズグループ,
17 ページ

• 遠端カメラ制御（FECC）, 20 ページ

• ハントグループ, 21 ページ

• Jabber間コール, 25 ページ

• ログアウト非アクティビティタイマー, 28 ページ

• クラウド展開のマルチデバイスメッセージング, 29 ページ

• ボイスメールの無効化, 30 ページ

• テレメトリ, 34 ページ

ブリッジのエスカレーション
適用対象：すべてのクライアント

Cisco Jabber 11.5 の機能およびオプション
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ブリッジエスカレーションを使用すると、グループチャットを即座に電話会議へとエスカレー

ションできます。参加者は自動的に追加されるので、参加者を電話会議にマージする必要はあり

ません。

手順

ステップ 1 Cisco Jabberクライアントでブリッジエスカレーションを有効にするには、jabber-config.xml
で EnableBridgeConferencingパラメータを trueに設定します。

ステップ 2 （任意）jabber-config.xml ファイルで、UserBridgeUriAdminパラメータにルーム URIのマ
スクを指定します。マスクを指定しない場合、ユーザはクライアントで DNまたは SIP URIを入
力できます。

ステップ 3 URIダイヤルを有効にして、ユーザが電話会議番号の SIP URIを入力できるようにします。URI
ダイヤルの詳細については、「URIダイヤル」のトピックを参照してください。

Collaboration Meeting Room
適用対象：すべてのクライアント

Cisco Collaboration Meeting Rooms（CMR）Cloudを使用すると、ユーザは簡単に Cisco WebEx会
議に参加したり会議を開始することができます。Cisco Jabberでは、ユーザは Cisco WebExイン
ターフェイスを使用して会議にアクセスするか、ビデオを使用して会議に参加できます。

スケジュールされたCMRクラウド会議では、参加者のCMRクラウド参加エクスペリエンスに制
限があります。この制限は、Outlook予定表の統合を有効にしていないMacユーザやWindowsユー
ザに影響します。サーバの制限により、これらの展開シナリオの参加者には Cisco WebExを使用
して会議に参加するオプションのみが示されます。ホストはすべてのエクスペリエンスを享受し、

アドホック CMRクラウド会議への参加を招待されたユーザも同様に享受できます。

CTI制御モードのユーザは、WebExを使用してのみ参加できます。

はじめる前に

Cisco Collaboration Meeting Rooms Cloudは、Cisco WebEx Meeting Centerで使用できます。

   Cisco Jabber 11.5 の機能およびオプション
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手順

ステップ 1 次のサイトで入手可能なコンフィギュレーションガイドを使用して、CollaborationMeeting Rooms
のオプションを設定します： http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ステップ 2 CiscoWebExMeeting Centerのユーザに対してCollaborationMeeting Roomsが有効になっていること
を確認します。

ステップ 3 Collaboration Meeting Rooms機能では SIP URIが使用されるので、Cisco Unified Communications
Managerのユーザに対して URIダイヤルを有効にする必要があります。URIダイヤルの詳細につ
いては、「URIダイヤル」のトピックを参照してください。

パーソナルルーム
適用対象：すべてのクライアント

パーソナルルームはいつでも利用可能な仮想会議室であり、ミーティングに使用できます。Cisco
Jabberは CiscoWebExMeeting Centerのパーソナルルーム機能を使用して、ユーザがクライアント
で [Meet Now]オプションを使って連絡先と簡単に会談できるようにします。

手順

ステップ 1 パーソナルルームは、Cisco WebEx Meeting Centerのユーザに対してデフォルトで有効になりま
す。詳細については、次のサイトから入手可能な CiscoWebExMeeting Centerのマニュアルを参照
してください： http://www.cisco.com/c/en/us/support/conferencing/webex-meeting-center/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

ステップ 2 Cisco WebEx Meeting Centerで [すべてのインスタントミーティングにパーソナルルームを使用
（Use Personal Room for all my instant meetings）]を選択することで、すべてのインスタントミー
ティングに対してパーソナルルームを設定できます。

プレゼンスサブスクリプション要求のプロンプト
適用対象：すべてのクライアント

社内の連絡先からのプレゼンスサブスクリプション要求のプロンプトを有効、無効のいずれかに

することができます。クライアントは、社外の連絡先からのプレゼンスサブスクリプション要求

に関するプロンプトを常に表示します。

ユーザは、クライアントのプライバシー設定を次のように指定します。

Cisco Jabber 11.5 の機能およびオプション
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社内（Inside Your Organization）

ユーザは社内の連絡先を許可するかブロックするかを選択できます。

•ユーザがプレゼンスサブスクリプション要求を許可することを選択し、

• [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示でき
るようにする（Allow users to view the availability of other users without being prompted
for approval）]を選択した場合、クライアントはユーザにプロンプトを表示せず
に、すべてのプレゼンスサブスクリプション要求を自動的に許可します。

• [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示でき
るようにする（Allow users to view the availability of other users without being prompted
for approval）]を選択しない場合、クライアントはすべてのプレゼンスサブスク
リプション要求でユーザにプロンプトを表示します。

•ユーザが連絡先をブロックすることを選択した場合、既存の連絡先のみがそれらのユー
ザの在席ステータスを参照できます。つまり、ユーザのプレゼンスにサブスクライブ

済みの連絡先のみが在席ステータスを確認できます。

組織内で連絡先を検索する際は、組織内のすべてのユーザの一時的な

在席ステータスが表示されます。しかし、ユーザ Aがユーザ Bをブ
ロックした場合、ユーザBには、検索一覧内のユーザAの一時的な在
席ステータスは表示されません。

（注）

社外（Outside Your Organization）

ユーザは、社外の連絡先に対する処理を次のオプションから選択できます。

•クライアントがプレゼンスサブスクリプション要求ごとにプロンプトを表示する。

•既存の連絡先のみが在席ステータスを参照できるよう、すべての連絡先をブロックす
る。つまり、ユーザのプレゼンスにサブスクライブ済みの連絡先のみが在席ステータ

スを確認できます。

はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開でサポートされ、Cisco Unified Communications Managerリリース
8.x以降でのみ利用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]の順に選択します。
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[プレゼンスの設定（Presence Settings）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示できるようにする
（Allow users to view the availability of other users without being prompted for approval）]を選択し、プ
ロンプトを無効にして、社内からのすべてのプレゼンスサブスクリプション要求を自動的に許可

します。

このオプションには、次の値があります。

• [選択済み（Selected）]：クライアントはユーザにプレゼンスサブスクリプション要求を要求
しません。クライアントはユーザにプロンプトを表示せずに、すべてのプレゼンスサブスク

リプション要求を自動的に許可します。

• [クリア済み（Cleared）]：クライアントはユーザにプレゼンスサブスクリプション要求を許
可するように要求します。この設定では、ユーザの在席ステータスを社内のほかのユーザが

見られる状態である必要があります。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

問題レポートの復号化
問題レポートの復号化用のコマンドラインツール CiscoJabberPrtDecrypter.exeは、Cisco Jabber
forWindowsインストーラに含まれており、Windowsマシンでのみ使用できます。このツールには
次の引数があります。

• --help：ヘルプメッセージを表示します。

• --privatekey：秘密キーファイルを指定します。これはプライバシー強化メール（.pem）ま
たは個人情報交換 PKCS#12（.pfx）形式です。

• --password：入力された秘密キーファイルがパスワードで保護されている場合のオプショ
ン。

• --encryptionkey：file.zip.eskなど、暗号化秘密キーファイルを指定します。

• --encryptedfile：file.zip.encなど、暗号化されたファイルを指定します。

• --outputfile：decryptedfile.zipなど、出力ファイルを指定します。

• --mobile：モバイルクライアントから問題レポートを指定します。

はじめる前に

問題レポートを復号化するには、次のものが必要です。

•暗号化を使用して問題レポートを生成したときに作成した zipファイルに含まれる、次の 2
つのファイル

• file.zip.esk：暗号化された対称キー
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• file.zip.enc：AES256を使用して暗号化された元のデータ

•データの暗号化に使用した証明書の秘密キー

手順

ステップ 1 Windowsでコマンドプロンプトを開きます。

ステップ 2 C:\Program Files(x86)\Cisco Systems\Cisco Jabber\ディレクトリに移動します。

ステップ 3 コマンドとパラメータを入力します。

デスクトップクライアントの例：CiscoJabberPrtDecrypter.exe --privatekey C:\PRT\PrivateKey.pfx

--password 12345 --encryptedfile C:\PRT\file.zip.enc --encryptionkey C:\PRT\file.zip.esk

--outputfile C:\PRT\decryptedfile.zip

モバイルクライアントの例：CiscoJabberPrtDecrypter.exe --privatekey C:\PRT\PrivateKey.pfx

--password 12345 --encryptedfile C:\PRT\file.zip.enc --encryptionkey C:\PRT\file.zip.esk

--outputfile C:\PRT\decryptedfile.zip --mobile

復号化が成功すると出力ファイルが作成されます。無効なパラメータがあると復号化が失敗し、

コマンドラインにエラーが表示されます。

一時プレゼンス
適用対象：すべてのクライアント

プライバシー制御強化のために一時プレゼンスを無効化します。このパラメータを設定すると、

Cisco Jabberがユーザの連絡先リスト内の連絡先にだけアベイラビリティステータスを表示しま
す。

はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開でサポートされ、Cisco Unified Communications Managerリリース
9.x以降が必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）]の順に選択します。

ステップ 3 [アドホックプレゼンスサブスクリプションを有効にする（Enable ad-hoc presence subscriptions）]
チェックボックスをオフにして、[保存（Save）]を選択します。
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Cisco Jabberは一時的なプレゼンスを表示しません。ユーザは、各自の連絡先リスト内の連絡先の
みのアベイラビリティステータスを確認できます。

ファイル転送とスクリーンキャプチャ
適用対象：すべてのクライアント

ファイル転送とスクリーンキャプチャは、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence
サービスで有効にされます。Cisco Jabberクライアントコンフィギュレーションファイルで指定
される追加のパラメータがあります。これらのパラメータの詳細については、「ポリシーパラ

メータ」を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service 9.x以降でファイル転送とスクリーン
キャプチャを設定するには、「ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化」を参照してくだ

さい。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース 10.5(2)以降では、追加の
ファイル転送オプションが提供されます。

•ピアツーピアチャットについては、「ピアツーピアチャット専用のファイル転送とスクリー
ンキャプチャの有効化」を参照してください。

•グループチャットとチャットルームについては、「グループチャットとチャットルームの
ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化」を参照してください。

•最大ファイル転送サイズを設定するには、「最大ファイル転送サイズの設定」を参照してく
ださい。

これらの追加のファイル転送方式をサポートしていない以前のバージョンのCisco Jabberクライア
ントが展開に含まれている場合は、[マネージドおよびピアツーピアファイル転送（Managed and
Peer-to-Peer File Transfer）]を選択するためのオプションがあります。詳細については、
『Configuration and Administration of IM and Presence Service on Cisco Unified CommunicationsManager,
Release 10.5(2)』を参照してください。

ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化

はじめる前に

Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス上の Cisco XCP Routerサービスを介
して、Cisco Unified Communication Manager IM and Presenceサービス 9.x以降のファイル転送とス
クリーンキャプチャを有効または無効にすることができます。ファイル転送と画面キャプチャの

パラメータはデフォルトで有効になっています。ただし、展開のセットアップ時に設定を確認す

る必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから適切なサーバを選択します。

ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから [Cisco XCP Router]を選択します。
[サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [ファイル転送を有効にする（Enable file transfer）]パラメータを探します。

ステップ 6 [パラメータ値（Parameter Value）]ドロップダウンリストから適切な値を選択します。
Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス上の設定を無効にした場合
は、クライアント設定内のファイル転送とスクリーンキャプチャも無効にする必要があ

ります。

メモ

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

グループチャットとチャットルームのファイル転送とスクリーンキャ

プチャの有効化

転送されたファイルとスクリーンキャプチャはファイルサーバに保存され、メタデータはデータ

ベースサーバに記録されます。チャットルームをサポートしない Cisco Jabberクライアントの場
合は、このオプションによってグループチャットでのファイル転送が有効になります。

このオプションを有効にすると、ファイル転送とスクリーンキャプチャがピアツーピアチャット

でも使用可能になり、転送されたファイルとスクリーンキャプチャがファイルサーバに保存さ

れ、メタデータがデータベースサーバに記録されます。

はじめる前に

グループチャットとチャットルームのファイル転送とスクリーンキャプチャは、Cisco Unified
Communications Manager IM and Presenceサービスリリース 10.5(2)以降でのみ使用できます。

ファイル転送に関連付けられたメタデータをログに記録するように外部データベースを設定しま

す。詳細については、『Database Setup for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications
Manager, Release 10.5(2)』を参照してください。

転送されたファイルを保存するようにネットワークファイルサーバを設定します。詳細について

は、『Configuration and Administration of IM and Presence Service on Cisco Unified Communications
Manager, Release 10.5(2)』を参照してください。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [ファイル転送（File Transfer）]の順に選択します。

ステップ 3 [ファイル転送設定（FileTransferConfiguration）]セクションで、[マネージドファイル転送（Managed
File Transfer）]を選択します。

ステップ 4 [マネージドファイル転送の割り当て（Managed File Transfer Assignment）]セクションで、クラス
タ内のノードごとに外部データベースと外部ファイルサーバを割り当てます。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

ノードごとに：

•ノードの IPアドレス、ホスト名、または FQDNを含む外部ファイルサーバの
authorized_keysファイルにノードの公開キーをコピーします。

• Cisco XCPファイル転送マネージャサービスがアクティブになっていることを確認します。

• Cisco XCP Routerサービスを再起動します。

ピアツーピアチャット専用のファイル転送とスクリーンキャプチャ

の有効化

Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース 10.5(2)以降でピアツーピ
アチャットのファイル転送を有効にします。ファイルとスクリーンキャプチャは、ピアツーピア

チャットでのみ転送されます。ファイルまたはスクリーンキャプチャ情報は記録もアーカイブも

されません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [ファイル転送（File Transfer）]の順に選択します。

ステップ 3 [ファイル転送設定（File Transfer Configuration）]セクションで、[ピアツーピア（Peer-to-Peer）]
を選択します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。
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次の作業

Cisco XCP Routerサービスを再起動します。

最大ファイル転送サイズの設定

最大ファイルサイズは Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスリリース
10.5(2)以降でのみ利用できます。

はじめる前に

選択されているファイル転送タイプは、[マネージドファイル転送（ManagedFileTransfer）]です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [ファイル転送（File Transfer）]の順に選択します。

ステップ 3 [マネージドファイル転送設定（Managed File Transfer Configuration）]セクションで、[最大ファイ
ルサイズ（Maximum File Size）]の値を入力します。

ステップ 4 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

Cisco XCP Routerサービスを再起動します。

URI ダイヤル
適用対象：すべてのクライアント

Dial via Office -リバース機能が有効な場合、クライアントは URIダイヤルをサポートしませ
ん。

重要

URIダイヤルは、ユーザが Uniform Resource Identifier（URI）を使用したコールの発信や連絡先の
解決を実行できるようにします。たとえば、Adam McKenzieという名前のユーザが
amckenzi@example.comという自分の電話番号と関連付けられた SIP URIを持っていたとしま
す。URIダイヤルは、Adamの電話番号ではなく、SIP URIでユーザがコールを発信できるように
します。

有効なURI形式や ILSのセットアップを含む詳細設定など、URIダイヤル要件の詳細については、
『System Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager』の「URI Dialing」のセク
ションを参照してください。
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はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開用にサポートされています。CiscoUnifiedCommunicationsManager
リリース 9.1(2)以降で URIダイヤルを有効にすることができます。

URI と電話番号の関連付け
ユーザが URIコールを発信すると、Cisco Unified Communications Managerはその URIに関連付け
られた電話番号に着信コールをルーティングします。このため、URIと電話番号を関連付ける必
要があります。URIを使用して電話番号を自動的に入力するか、URIを使用して電話番号を設定
します。

URI を使用した電話番号の自動入力
ユーザを Cisco Unified Communications Managerに追加するときは、[ディレクトリ URI（Directory
URI）]フィールドに有効な SIP URIを入力します。Cisco Unified Communications Managerはその
SIP URIをエンドユーザ設定に保存します。

ユーザのプライマリ内線を指定すると、Cisco Unified Communications Managerはエンドユーザの
設定から電話番号の設定にディレクトリ URIを入力します。このため、ユーザの電話番号のディ
レクトリURIが自動的に入力されます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerはそのURIをデフォ
ルトのパーティションにも配置します。これがディレクトリ URI（ Directory URI）です。

次のタスクは、電話番号が URIを継承するように Cisco Unified Communications Managerを設定す
る手順を大まかに説明しています。

手順

ステップ 1 デバイスを追加します。

ステップ 2 デバイスに電話番号を追加します。

ステップ 3 デバイスとユーザを関連付けます。

ステップ 4 ユーザのプライマリ内線を指定します。

次の作業

ディレクトリ URIが電話番号に関連付けられていることを確認します。

URI を使用した電話番号の設定

ユーザに関連付けられていない電話番号用の URIを指定できます。URIを使用した電話番号は、
テストと評価の目的でのみ設定する必要があります。

URIを使用した電話番号を設定するには、以下の手順に従ってください。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択します。
[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 適切な電話番号を検索して選択します。

[電話番号設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ディレクトリ URI（Directory URIs）]セクションを探します。

ステップ 5 [URI]列で有効な SIP URIを指定します。

ステップ 6 適切なパーティションを [パーティション（Partition）]列から選択します。
システムの [ディレクトリ URI（Directory URI）]パーティションには、URIを手動で追
加できません。URIは電話番号と同じルートパーティションに追加する必要がありま
す。

（注）

ステップ 7 ユーザが電話番号にコールを発信できるように適切なコーリングサーチスペースにパーティショ

ンを追加します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

ディレクトリ URI パーティションの関連付け
Cisco Unified Communications Managerが URIを配置するデフォルトのパーティションを、電話番
号を含むパーティションと関連付ける必要があります。

URIダイヤルを有効にするには、デフォルトのディレクトリURIパーティションを、電話番号
を含むパーティションと関連付ける必要があります。

コーリングサーチスペース内に電話番号のパーティションがない場合は、パーティションを

作成して、適切に設定する必要があります。

重要

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]の順に選択しま
す。
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[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise ParametersConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [エンドユーザのパラメータ（End User Parameters）]セクションを探します。

ステップ 4 [ディレクトリ URIエイリアスパーティション（Directory URI Alias Partition）]行で、ドロップダ
ウンリストから適切なパーティションを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デフォルトのディレクトリ URIパーティションは電話番号を含むパーティションと関連付けられ
ています。それにより、Cisco Unified Communications Managerは着信 URIコールを正しい電話番
号にルーティングできます。

ユーザが電話番号にコールを発信できるようにパーティションが適切なコーリングサーチスペー

スにあることを確実にする必要があります。

連絡先の解決のための SIP 要求における FQDN の有効化
URIによる連絡先の解決を有効にするには、Cisco Unified CommunicationsManagerが SIP要求で完
全修飾ドメイン名（FQDN）を使用するように設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]の
順に選択します。

[SIPプロファイルの検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 適切な SIPプロファイルを検索して選択します。
デフォルトの SIPプロファイルは編集できません。必要に応じて、デフォルトの SIPプロ
ファイルのコピーを作成して変更します。

メモ

ステップ 4 [SIP要求で完全修飾ドメイン名を使用（Use Fully Qualified Domain Name in SIP Requests）]を選択
し、[保存（Save）]を選択します。

次の作業

URIを関連付けるプライマリ内線があるすべてのデバイスと SIPプロファイルを関連付けます。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence
Service のエンタープライズグループ

適用対象：すべてのクライアント
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ユーザは Cisco Jabberの連絡先リストにグループを追加できます。グループは企業のMicrosoft
Active Directoryで作成され、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceリリー
ス11.0にインポートされます。エンタープライズグループが設定され、CiscoUnifiedCommunications
Manager IM and Presence Serviceで有効になると、Cisco Jabberユーザはエンタープライズグループ
をクライアントの連絡先リストに追加できます。

エンタープライズグループの使用は、Expressway for Mobile and Remote Accessでサポートされま
す。

Cisco Jabber でエンタープライズグループを有効化するための前提条件

• Cisco Unified Communications Managerリリース 11.0

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceリリース 11.0

ユーザが連絡先リストにエンタープライズグループを追加できるように設定する前に、サーバで

その機能を設定する必要があります。「エンタープライズグループの有効化」を参照してくださ

い。現時点では、CiscoUnified CommunicationsManagerはActiveDirectoryから既存のセキュリティ
グループをインポートしません。配布グループのみをインポートできます。エンタープライズグ

ループの詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified Communications Manager,
Release 11.0(1)』を参照してください。

制限事項

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Serviceのエンタープライズグループは、オ
ンプレミス展開でのみ使用可能です。エンタープライズグループはクラウド展開ですでにサポー

トされています。

ユーザが連絡先用の他のプレゼンスサブスクリプションを所有していない場合、100人以上の IM
対応メンバーから成るエンタープライズグループでは、連絡先に対してプレゼンスはサポートさ

れません。たとえば、ユーザが連絡先リストに追加した連絡先が 100人以上から成るエンタープ
ライズグループのリストにも含まれている場合は、その連絡先に対してプレゼンスが表示されま

す。IM非対応のユーザは 100人というプレゼンスの制限に影響しません。

ネストされたグループはエンタープライズグループの一部としてインポートできません。たとえ

ば、ADグループでは、埋め込みグループ以外のグループのメンバーのみがインポートされます。

ユーザと ADグループが異なる組織単位（OU）に存在している場合は、ADグループに連絡先を
追加する前に、ADグループが存在する OUだけではなく、両方の OUを Cisco Unified
Communications Managerと同期させる必要があります。

最小クエリー文字数がデフォルト値の 3文字に設定されている場合、エンタープライズグループ
のユーザ検索で 2文字のグループ名（例：HR）は除外されます。EDI、BDI、または UDSの最小
クエリー文字数を変更するには、MinimumCharacterQueryパラメータの値を変更します。

名前の最初の 3文字（または、最小クエリー文字として定義された値）に特殊文字が含まれてい
る場合、それらのエンタープライズグループは検索時に検出できません。

識別名を変更するとユーザに対するCisco Jabberクライアントの動作が信頼できないものになるた
め、エンタープライズグループの識別名の変更は中心業務の時間外に行うことを推奨します。
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エンタープライズグループに変更を加える場合は、変更が適用されるように、変更後に Active
Directoryを Cisco Unified Communications Managerと同期させる必要があります。

UDS の制限（Expressway for Mobile and Remote Access または UDS オンプレミス展開のユーザに該
当）

UDSを使用して接続している場合は、エンタープライズグループ検索機能がありません。そのた
め、ユーザは連絡先リストに追加するエンタープライズグループの正確な名前を把握しておく必

要があります。EDIまたは BDIを使用して接続している場合は、エンタープライズグループ検索
機能を使用できます。

エンタープライズグループ名では大文字と小文字が区別されます。

ADフォレスト内の 2つのエンタープライズグループが同じ名前である場合、グループを追加し
ようとするとエラーが発生します。この問題は、BDIまたは EDIを使用しているクライアントに
は該当しません。

エンタープライズグループの有効化

[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameter Configuration）]ウィンドウにある [Cisco
IM and Presenceでのディレクトリグループの操作（Directory Group Operations on Cisco IM and
Presence）]エンタープライズパラメータを使用することによって、エンタープライズグループ機
能を有効または無効にすることができます。エンタープライズグループ機能を有効にするには、

次の手順を実行します。

はじめる前に

Cisco DirSyncサービスが有効になっていることを確認します。サービスの有効化の方法について
は、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』（http://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-maintenance-guides-list.html）を参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理で、[システム（System）] > [エンタープライズパラメータ（Enterprise
Parameters）]の順に選択します。
[エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

ステップ 2 [ユーザ管理パラメータ（User Management Parameters）]セクションにある [Cisco IM and Presence
でのディレクトリグループの操作（Directory GroupOperations on Cisco IM and Presence）]のドロッ
プダウンリストから、[有効化（Enabled）]を選択します。

ステップ 3 （オプション）[エンタープライズグループの同期モード（Synching Mode for Enterprise Groups）]
ドロップダウンリストから、次のいずれかを選択します。
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• [なし（None）]：このオプションを選択した場合、Cisco Intercluster Sync Agentサービスは、
IM and Presenceサービスクラスタ間でエンタープライズグループおよびグループメンバー
シップレコードを同期しません。

• [差分同期（Differential Sync）]：これはデフォルトオプションです。このオプションを選択
した場合、リモート IM and Presenceサービスクラスタのすべてのエンタープライズグルー
プおよびグループメンバーシップレコードを同期した後、後続の同期では前回の同期以降

に更新されたレコードだけを同期します。

• [完全同期（Full Sync）]：このオプションを選択した場合、リモート IMおよび Presenceサー
ビスクラスタのすべてのエンタープライズグループおよびグループメンバーシップレコー

ドを同期した後、後続の同期では毎回すべてのレコードを同期します。

Cisco Intercluster Sync Agentサービスが 24時間以上実行されていない場合、エンタープ
ライズグループおよびグループメンバーシップレコード全体の同期が確実に実行され

るために、[完全同期（Full Sync）]オプションを選択することを推奨します。Cisco
Intercluster SyncAgentが約 30分間実行されて、すべてのレコードが同期された後は、後
続の同期について [差分同期（Differential Sync）]オプションを選択します。パラメータ
値を [完全同期（FullSync）]に長時間設定したままにすると、CPU使用率が非常に高く
なる可能性があるため、[完全同期（Full Sync）]オプションは業務時間外に使用するこ
とを推奨します。

（注）

ステップ 4 （オプション）Microsoft Active Directoryグループが Cisco Unified Communications Managerと同期
される時間間隔を設定するには、[LDAPディレクトリの設定（LDAP Directory Configuration）]
ウィンドウの [LDAPディレクトリ同期スケジュール（LDAP Directory Synchronization Schedule）]
パラメータを設定します。詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

遠端カメラ制御（FECC）
適用対象：すべてのクライアント

遠端カメラ制御（FECC）をサポートしているコールでは、遠端カメラを調整してビデオコール
時の表示を鮮明にすることができます。ユーザがコールしているエンドポイントがFECCをサポー
トしている場合、ユーザは FECCを使用できます。

ユーザが FECC対応エンドポイントにアクセス可能かどうかを設定できます。設定パラメータを
無効にすると、エンドポイントが FECCに対応している場合でも、ユーザは遠端カメラのエンド
ポイントを制御できません。FECCを無効にすると、ユーザエクスペリエンスの観点から見ると、
FECC非対応のエンドポイントにダイヤルインするのと同じになります。

FECCを無効化するには、EnableFeccパラメータに falseを設定します。このパラメータの詳細に
ついては、『Parameters Reference Guide』を参照してください。
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制限事項

FECCはポイントツーポイントコールでのみサポートされ、複数のビデオ接続が同じブリッジに
接続しているグループコールや会議ではサポートされません。

FECCはソフトフォンモードでのみサポートされます。

ハントグループ
適用対象：すべてのクライアント

ハントパイロットには、ハントパイロット番号および関連するハントリストが含まれています。

ハントパイロットは、ネットワーク設計に柔軟性をもたらします。また、ルートフィルタおよび

ハントリストと連動して、特定のデバイスにコールを直接転送したり、特定の数字パターンを包

含、除外、変更したりします。

ハントリストには、一連の回線グループが特定の順序で含まれています。単一の回線グループを

複数のハントリストに表示できます。グループコールピックアップ機能とダイレクトコール

ピックアップ機能では、ハントリストは使用されません。

回線グループは、特定の順序で並んだ一連の電話番号から成っています。この順序によって、着

信コールで使用可能な電話番号の検索の進行が制御されます。

定義されたハントリストに従って、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはルーティングするコー
ルを特定した後、ハントリストで定義されている回線グループの順序に基づいて最初に使用可能

なデバイスを検出します。

Cisco Unified Communications Manager 9.x以降では、応答がない場合の、ハントメンバーの自動ロ
グアウトの設定を行えます。

ハントパイロットの詳細については、『SystemConfigurationGuide forCiscoUnifiedCommunications
Manager』を参照してください。

ログアウト通知

自動ログアウト、手動ログアウト、または Cisco Unified Communications Managerの管理者による
ログアウトのいずれかによってユーザがログアウトすると、ログアウト通知が表示されます。

回線グループ

回線グループを使用して、電話番号を選択する順序を指定できます。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、コール分配アルゴリズムと無応答（RNA）予約のタイムアウト設定に基づいて、回
線グループのアイドル状態または対応可能なメンバーにコールを分配します。

ユーザは、回線グループに属するDNへのコールを、ダイレクトコールピックアップ機能を使用
してピックアップすることはできません。
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回線グループの設定

はじめる前に

電話番号を設定してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line
Group）]の順に選択します。
[回線グループの検索と一覧表示（Find and List Line Groups）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[回線グループの設定（Line Group Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [回線グループ情報（Line Group Information）]セクションに次の設定を入力します。

1 [回線グループ名（Line Group Name）]フィールドに一意の名前を指定します。

2 [RNA復帰タイムアウト（RNA Reversion Timeout）]に秒数を指定します。

3 回線グループに適用する [分散アルゴリズム（Distribution Algorithm）]を選択します。

ステップ 5 [ハントオプション（Hunt Options）]セクションに次の設定を入力します。

•ドロップダウンリストから [無応答（No Answer）]の値を選択します。

• [無応答時にハントメンバーを自動的にログアウト（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）]を選択して、ハントリストの自動ログアウトを設定します。

•ドロップダウンリストから [ビジー（Busy）]の値を選択します。

•ドロップダウンリストから [使用不可（Not Available）]の値を選択します。

ステップ 6 [回線グループメンバー情報（Line GroupMember Information）]セクションでは、以下を実行でき
ます。

•回線グループに追加する電話番号またはルートパーティションを検索する。

•回線グループ内の電話番号またはルートパーティションの順序を変更する。

•回線グループから電話番号またはルートパーティションを削除する。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

ハントリストを設定し、回線グループをハントリストに追加します。
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ハントリスト

ハントリストには、一連の回線グループが特定の順序で含まれています。ハントリストは 1つ以
上のハントパイロットに関連付けられており、それらの回線グループにアクセスする順序を示し

ます。この順序によって、着信コールで使用可能な電話番号の検索の進行が制御されます。

ハントリストは、回線グループによって定義された一連の電話番号から成っています。定義され

たハントリストに従って、Cisco Unified Communications Managerがルーティングするコールを決
定した後、Cisco Unified Communications Managerは、ハントリストで定義されている回線グルー
プの順序に基づいて 1番目に使用可能なデバイスを検出します。

グループコールピックアップ機能とダイレクトコールピックアップ機能では、ハントリストは

使用されません。

ハントリストには回線グループだけを含めることができます。各ハントリストには、少なくとも

1つの回線グループが必要です。各回線グループには、少なくとも1つの電話番号が含まれます。
単一の回線グループを複数のハントリストに表示できます。

ハントリストの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントリスト（Hunt
List）]の順に選択します。
[グループの検索とハントリスト（Find and Hunt List Groups）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[ハントリストの設定（Hunt List Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ハントリスト情報（Hunt List Information）]セクションに次の設定を入力します。

1 [名前（Name）]フィールドに一意の名前を指定します。

2 ハントリストの説明を入力します。

3 ドロップダウンリストから [Cisco Unified Communications Managerグループ（Cisco Unified
Communications Manager Group）]を選択します。

4 ハントリストを保存すると、新しいハントリストのデフォルトとして [このハントリストを有
効にする（Enable this Hunt List）]が選択されます。

5 このハントリストをボイスメールに使用する場合は、[ボイスメール用（ForVoiceMailUsage）]
選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択してハントリストを追加します。
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次の作業

回線グループをハントリストに追加します。

ハントリストへの回線グループの追加

はじめる前に

回線グループを構成して、ハントリストを設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントリスト（Hunt
List）]の順に選択します。
[グループの検索とハントリスト（Find and Hunt List Groups）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 回線グループを追加するハントリストを検索します。

ステップ 4 回線グループを追加するには、[回線グループの追加（Add Line Group）]を選択します。
[ハントリスト詳細の設定（Hunt List Detail Configuration）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [回線グループ（Line Group）]ドロップダウンリストから回線グループを選択します。

ステップ 6 回線グループを追加するには、[保存（Save）]を選択します。

ステップ 7 さらに別の回線グループを追加するには、ステップ 4～ 6を繰り返します。

ステップ 8 [保存]を選択します。

ステップ 9 ハントリストをリセットするには、[リセット（Reset）]を選択します。ダイアログボックスが表
示されたら、[リセット（Reset）]を選択します。

ハントパイロット

ハントパイロットは、数字から構成される文字列（アドレス）と、ハントリストにコールをルー

ティングする一連の番号操作から成り立っています。ハントパイロットは、ネットワーク設計に

柔軟性をもたらします。また、ルートフィルタおよびハントリストと連動して、特定のデバイス

にコールを直接転送したり、特定の数字パターンを包含、除外、変更したりします。

ハントパイロットの設定オプションの詳細については、Cisco Unified Communications Managerの
関連するマニュアルを参照してください。
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ハントパイロットの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（CallRouting）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt
Pilot）]の順に選択します。
[ハントパイロットの検索と一覧表示（Find and List Hunt Pilots）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 数字とワイルドカードを含む、ハントパイロットを入力します。

ステップ 5 [ハントリスト（Hunt List）]ドロップダウンリストからハントリストを選択します。

ステップ 6 [ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウで追加の設定を入力します。ハ
ントパイロットの設定の詳細については、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの関連するマニュ
アルを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）]を選択します。

Jabber 間コール
適用対象：すべてのクライアント

Jabber間音声ビデオコールは、Cisco Unified Communications Managerを使用せずに、2つの Cisco
Jabberクライアント間に基本的な通話機能を提供します。Cisco Jabberユーザは Cisco Unified
Communications Managerに登録されていない場合でも、Cisco Jabberから Jabber間コールを発信で
きます。

（注） • Jabber間コールは、Cisco WebEx Messengerサービスによって認証されているユーザのみ
発信できます。

• Cisco Jabber for Windowsクライアントが Jabber間コール機能を使用する場合は、Internet
Explorer 10以降を実行することをお勧めします。この機能を以前のバージョンの Internet
Explorer、または互換モードの Internet Explorerで使用すると、問題が発生する場合があり
ます。これらの問題は、Cisco Jabberクライアントのログイン（非SSO設定）または Jabber
間コール機能（SSO設定）に関連しています。
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Jabber 間コールのエクスペリエンス

Jabber間コールでは、Cisco Unified Communication Managerコールのすべての機能はサポートされ
ていません。Jabber間コールは、一度に 1つの連絡先とだけ行うことができます。Jabber間コー
ルでは、ユーザについて次のシナリオが考えられます。

• 2人のユーザが Jabber間コールを相互に同時に開始すると、コードが自動的に接続されます。
その場合、どちらのユーザも着信コール通知を受信しません。

•ユーザが Jabber間コール中に別のコールを発信する必要がある場合、進行中のコールは、
コールの相手が応答しない場合でも、即座に終了します。

• Jabber間コール中に Jabber間コールが着信した場合は、[コールを終了して応答（EndCallAnd
Answer）]が表示されます。ユーザがこのボタンを選択すると、現行の Jabber間コールは終
了し、着信コールへの応答が行われます。

•モバイルクライアント用 Cisco Jabberでの Jabber間コールでは、次のシナリオが考えられま
す。

•ユーザが Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを行うと、相
手が応答しない場合でも、進行中の Jabber間コールが直ちに終了します。

•ユーザがモバイル通話中は、Jabber間コールに応答できません。Jabber間通話の着信は、
不在着信としてリストされます。

•ユーザが Jabber間コール中にモバイル通話が着信した場合は、次のようになります。

• iPhoneでは、相手が応答しない場合でも、Jabber間コールが直ちに終了します。

• Android電話では、相手が着信モバイル通話に応答した場合に、Jabber間コールが
直ちに終了します。

サポートされる着信機能

Jabber間コール中は、次の機能がサポートされます。

• Jabber間コールを終了する

•オーディオをミュートまたはミュート解除する

•ビデオを開始または停止する

•音量コントロール

•セルフビデオを開始または停止する

•フロントカメラとバックカメラを切り替えるこの機能は、Cisco Jabberモバイルクライアン
トでのみ使用できます。

Jabber 間コールのクラウド展開

Jabber間コールのクラウド展開では、SDP/HTTPSの設定が使用されます。クラウド展開の場合
は、以下を確認してください。
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• Jabber間コール機能を使用するには、GoDaddy Class 2 Certification Authority
Root Certificateルート証明書をインストールします。この証明書名に関する警告を解
決するには、必要な GoDaddy証明書をインストールします。

•プロキシサーババイパスリストに次のサーバを含めます。

• https://locus-a.wbx2.com/locus/api/v1

• https://conv-a.wbx2.com/conversation/api/v1

プロキシサーバリストの詳細については、『Cisco Jabber Deployment Guides』の「Configure
Proxy Settings」を参照してください。

• UDP経由の RTP/SRTPに対してメディアポートとプロトコルの次の範囲を有効にします：
33434～ 33598および 8000～ 8100。HTTPS経由の Jabber間コール設定の場合は、ポート 443
を有効にします。

• Jabber間コールの機能を有効にする前に、次の作業を実行してください。

•組織をCiscoCommon Identityサーバに登録するよう要求するには、シスコカスタマーサ
ポートチームまたはCisco Customer SuccessManagerにお問い合わせください。Common
Identityサーバにユーザを追加するプロセスにはある程度時間がかかります。また Jabber
間コール機能にアクセスする必要があります。

•シングルサインオン（SSO）のユーザについては、Common Identityの SSOを設定する
必要があります。SSOの設定に関する詳細については、CiscoWebExMessengerのドキュ
メント（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/webex-messenger/
products-installation-guides-list.html）を参照してください。

クラウド導入では、次のいずれかの方法によって、CiscoWebExMessenger管理ツールで Jabber間
コールを設定します。

• [設定タブ（Configuration Tab）]セクションで [P2P設定（P2P settings）]を使用します。詳細
については、『Cisco WebEx Messenger Administrator's Guide（Cisco WebEx Messenger管理者ガ
イド）』を参照してください。

• Cisco WebEx Messenger管理ツールのポリシーエディタで、[内部 VoIP（Internal VoIP）]およ
び [外部 VoIP（External VoIP）]設定を使用します。Jabber間コールのビデオサービスは、
[内部ビデオ（Internal Video）]および [外部ビデオ（External Video）]ポリシーアクションを
使用して制御できます。詳細については、『Cisco WebEx Messenger Administration Guide』の
「PolicyEditor」のセクションを参照してください。Jabber間コールはユーザのグループまた
はすべてのユーザで有効にできます。
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Jabber 間ハイブリッドモード

ハイブリッドモードでの Jabber 間コールのエクスペリエンス

Jabber間コールとCisco Unified CommunicationsManagerコールを使用する場合には、Jabber間の制
限に加えて、次のシナリオが考えられます。

•ユーザが Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを行うと、相手が
応答しない場合でも、進行中の Jabber間コールが直ちに終了します。

•ユーザが Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを保留してから再
開すると、Jabber間コールが直ちに終了します。

•ユーザが Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを着信すると、通
知と [コールを終了して応答（End Call And Answer）]ボタンが表示されます。ユーザがこの
ボタンを選択すると、進行中の Jabber間コールが終了し、着信コールへの応答が行われま
す。

•ユーザが Cisco Unified Communications Managerコールを受信した場合は、進行中の Cisco
Unified Communications Managerコールを保留にして新しいコールに応答できます。

•ユーザが Cisco Unified Communications Managerコール中に Jabber間コールを行うように選択
すると、Jabber間コールの参加者がコールに応答しない場合でも、CiscoUnifiedCommunications
Managerコールが直ちに保留になります。

•ユーザが Cisco Unified Communications Managerコール中に Jabber間コールに応答した場合
は、Cisco Unified Communications Managerコールが直ちに保留になります。

•ユーザの回線が Cisco Unified Communications Managerでコールに自動応答するように設定さ
れている場合、Jabber間コール中に Cisco Unified Communications Managerコールを受信する
と、Jabber間コールが通知なく直ちに終了し、Cisco Unified Communications Managerコール
に応答します。

Jabber 間帯域幅
Jabber間コールに使用される最大帯域幅（キロビット/秒単位）を指定します。コールのビデオ画
質（解像度）は、この帯域幅制限に適合するように下げられます。この機能はJ2JMaxBandwidthKbps
パラメータを使用して設定されます。

このパラメータの詳細については、ご使用のリリースに対応する『Parameter Reference Guide』を
参照してください。

ログアウト非アクティビティタイマー
適用対象：すべてのクライアント
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サインアウト非アクティビティタイマーにより、指定された時間にわたって非アクティブ状態の

ユーザをクライアントから自動的にサインアウトさせることができます。

モバイルクライアントでの「非アクティブ」には次の状態が含まれます。

•クライアントがバックグラウンド動作になる。

•音声コールに関するユーザ操作がない。

この機能はモバイルクライアントで ForceLogoutTimerMobileパラメータを使用して設定されま
す。

デスクトップクライアントでの「非アクティブ」には次の状態が含まれます。

•キーボードまたはマウスの操作がない。

•コール発信および応答のための接続済みアクセサリに関するユーザ操作がない。

この機能はデスクトップクライアントでForceLogoutTimerDesktopパラメータを使用して設定され
ます。

このパラメータが設定されていない場合、クライアントは自動的にサインアウトしません。

クラウド展開のマルチデバイスメッセージング
適用対象：すべてのクライアント、クラウドの導入のみ

複数のデバイスにサインインしているユーザは、どのデバイスがアクティブの場合でも、各デバ

イスで送受信されたすべての IMを確認できます。通知は同期されます。あるデバイスで IMを表
示すると、その IMはサインインしている他のデバイスでも既読と表示されます。この機能はデ
フォルトで有効になっていますが、Disable_MultiDevice_Messageパラメータを使用して無効にす
ることができます。次の制限が適用されます。

•クライアントにサインインしている必要があります。サインアウトしたクライアントには、
送受信される IMまたは通知は表示されません。

•ファイル転送はサポートされません。ファイルは、ファイルを送受信したアクティブデバイ
スでのみ使用できます。

•グループチャットはサポートされません。

• AES暗号化が必要である場合は、マルチデバイスメッセージングを有効にできません。

•クラウド展開にのみ適用されます。

パラメータの詳細については、ご使用のリリースに対応する『ParametersReferenceGuide』を参照
してください。
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ボイスメールの無効化
適用対象：すべてのクライアント

ボイスメールの無効化は、コールがモバイルサービスプロバイダーのボイスメールによって応答

されることを防ぐ機能です。この機能は、ユーザがモバイルデバイスで企業からモバイルコネク

トコールを受信するときに便利です。また、DvO-Rの受信コールがモバイルデバイスに発信され
る場合にも便利です。

ボイスメールの無効化は、次の 2つの方法のいずれかで設定できます。

•タイマー制御：（デフォルト）この方式では、コールがモバイルユーザまたはモバイルサー
ビスプロバイダーのボイスメールに応答するかどうかを指定するように Cisco Unified
Communications Managerにタイマーを設定します。

•ユーザ制御：この方式では、コールを先に進める前に、デバイスのキーパッドの任意のキー
を押すことによるDTMFトーンの生成をユーザに要求するようにCiscoUnifiedCommunications
Managerを設定します。

DvO-Rを導入する場合は、ユーザ制御のボイスメールの無効化も設定することが推奨されます。
ユーザ制御のボイスメールの無効化を設定すると、この機能は DvO-Rとモバイルコネクトコー
ルの両方に適用されます。

ボイスメールの無効化の詳細については、ご使用のリリースの『Cisco Unified Communications
Manager Features and Services Guide』の「Confirmed Answer and DvO VM detection」の項を参照して
ください。

タイマーで制御されたボイスメールの無効化のセットアップ

タイマー制御方式をセットアップするには、モビリティ IDまたはリモート接続先のいずれかで
[呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon Timer）]および [呼び出し終了タイマー（Answer Too
Late Timer）]を設定します。詳細については、「モビリティ IDの追加」または「リモート接続先
の追加（オプション）」のトピックを参照してください。

はじめる前に

タイマー制御のボイスメールの無効化は、Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降
でサポートされています。

ユーザ制御のボイスメールの無効化のセットアップ

ユーザ制御のボイスメールの無効化は、Cisco Unified Communications Managerリリース 9.0以
降で使用できます。

重要

ユーザ制御のボイスメールの無効化を次のようにセットアップします。
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1 「ボイスメールの無効化をサポートするための Cisco Unified Communications Managerの設定」
のトピックを使用して Cisco Unified Communications Managerをセットアップします。

2 次のトピックのいずれかを使用してデバイスをセットアップします。

•「モビリティ IDのボイスメールの無効化の有効化」

•「リモート接続先のボイスメールの無効化の有効化」

Ciscoは、エンドユーザがクライアントで設定した代替番号で DvO-Rを使用する場合、ユー
ザ制御のボイスメールの無効化をサポートしていません。代替番号とは、ユーザのモビリティ

IDで設定した電話番号と一致しない、ユーザがクライアントのDvOコールバック番号のフィー
ルドに入力した電話番号です。

代替番号を使用してこの機能を設定する場合、Cisco Unified Communications Managerは、コー
ルバックが誤った番号またはボイスメールシステムに接続してもDvO-Rコールを接続します。

重要

ボイスメールの無効化をサポートするための Cisco Unified Communications Manager
の設定

ユーザ制御のボイスメールの無効化をサポートするように Cisco Unified Communications Manager
を設定するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、アクティブな Cisco Unified Communications Manager
を選択します。

ステップ 4 [サービス（Service）]ドロップダウンリストで、[Cisco Call Manager（アクティブ）（Cisco Call
Manager (Active)）]サービスを選択します。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティシングルナンバーリーチボイスメール）
（Clusterwide Parameters (System - Mobility Single Number Reach Voicemail)）]セクションで設定を
構成します。

ここでの設定は、Cisco Jabberに固有ではありません。これらを設定する方法について
は、ご使用のリリースの『Cisco Unified Communication Manager Administrator Guide』の
「Confirmed Answer and DVO VM detection」を参照してください。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。
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モビリティ ID のボイスメールの無効化の有効化
エンドユーザのモビリティ IDに対してユーザ制御のボイスメールの無効化を有効にするには、
次の手順を使用します。

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerでアナンシエータを設定します。詳細については、ご
使用のリリースの『CiscoUnifiedCommunicationsManager AdministratorGuide』の「Annunciator
setup」の項を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerにメディアリソースグループを設定する場合は、メ
ディアリソースグループにアナンシエータを設定します。詳細については、ご使用のリリー

スの『Cisco Unified Communication Manager Administrator Guide』の「Media resource group
setup」の項を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたモビリティ ID（Associated Mobility Identity）]セクションで、モビリティ IDのリ
ンクをクリックします。

ボイスメールの無効化機能が正常に動作するには、エンドユーザが Cisco Jabberクライ
アントに入力する DvOコールバック番号が [モビリティ IDの設定（Mobility Identity
Configuration）]画面で入力する [接続先番号（Destination Number）]と一致する必要が
あります。

（注）

ステップ 4 ポリシーを次のように設定します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9：[シングルナンバーリーチボイスメール
ポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]ドロップダウンリストで、[ユーザ制御
（User Control）]を選択します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 10（Dial viaOfficeなし）：[シングルナンバー
リーチボイスメールポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]ドロップダウンリス
トで、[ユーザ制御（User Control）]を選択します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10（Dial via Officeあり）

◦ [シングルナンバーリーチボイスメールポリシー（SingleNumberReachVoicemailPolicy）]
ドロップダウンリストで [タイマー制御（Timer Control）]を選択します。
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◦ [Dial-via-Officeリバースボイスメールポリシー（Dial-via-OfficeReverseVoicemail Policy）]
ドロップダウンリストで [ユーザ制御（User Control）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

リモート接続先のボイスメールの無効化の有効化

エンドユーザのリモート接続先に対してユーザ制御のボイスメールの無効化を有効にするには、

次の手順を使用します。

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerでアナンシエータを設定します。詳細については、ご
使用のリリースの『CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministratorGuide』の「Annunciator
setup」の項を参照してください。

• Cisco Unified Communications Managerにメディアリソースグループを設定する場合は、メ
ディアリソースグループにアナンシエータを設定します。詳細については、ご使用のリリー

スの『Cisco Unified Communication Manager Administrator Guide』の「Media resource group
setup」の項を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションで、関連付けられ
たリモート接続先のリンクをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを次のように設定します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9：[シングルナンバーリーチボイスメール
ポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]ドロップダウンリストで、[ユーザ制御
（User Control）]を選択します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 10（Dial viaOfficeなし）：[シングルナンバー
リーチボイスメールポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）]ドロップダウンリス
トで、[ユーザ制御（User Control）]を選択します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10（Dial via Officeあり）
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◦ [シングルナンバーリーチボイスメールポリシー（SingleNumberReachVoicemailPolicy）]
ドロップダウンリストで [タイマー制御（Timer Control）]を選択します。

◦ [Dial-via-Officeリバースボイスメールポリシー（Dial-via-OfficeReverseVoicemail Policy）]
ドロップダウンリストで [ユーザ制御（User Control）]を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

テレメトリ

Cisco Jabber 分析

適用対象：すべてのクライアント

ユーザエクスペリエンスと製品パフォーマンスを向上させるために、Cisco Jabberは、個人識別が
不可能な利用状況とパフォーマンスに関するデータを収集してシスコに送信する場合があります。

収集されたデータは、シスコによって、Jabberクライアントがどのように使用され、どのように
役立っているかに関する傾向を把握するために使用されます。

テレメトリ機能を使用するには、GoDaddy Class 2 Certification Authority Root
Certificateという名前のルート証明書をインストールする必要があります。テレメトリサー
バ証明書名は "metrics-a.wbx2.com"です。この証明書名に関する警告を解決するには、必要な
GoDaddy証明書をインストールします。証明書の詳細については、『PlanningGuide』を参照して
ください。

デフォルトで、テレメトリデータはオンになっています。次のテレメトリパラメータを設定でき

ます。

• Telemetry_Enabled：分析データを収集するかどうかを指定します。デフォルト値は trueです。

• TelemetryEnabledOverCellularData：分析データを携帯データネットワークとWi-Fi経由で送
信する（true）のか、WiFi経由のみで送信する（false）のかを指定します。デフォルト値は
trueです。

• TelemetryCustomerID：このオプションパラメータは分析情報の送信元を指定します。この
IDは、個別の顧客を明示的に識別する文字列にすることも、顧客を識別せずに共通の送信元
を識別する文字列にすることもできます。GlobalUnique Identifier（GUID）を生成するツール
を使用して 36文字の一意の IDを作成するか、逆ドメイン名を使用することをお勧めしま
す。

これらのパラメータの詳細については、『Parameters Reference Guide』を参照してください。

Cisco Jabberが収集する分析データと、収集しない分析データの詳細については、http://
www.cisco.com/web/siteassets/legal/privacy_02Jun10.htmlの「Cisco Jabber Supplement to Cisco’s On-Line
Privacy Policy」で確認できます。
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第 3 章

Cisco Jabber for Windows および Mac の機能

• コールピックアップ, 35 ページ

• 常設チャットルーム, 42 ページ

• カスタム埋め込みタブ, 49 ページ

• 自動更新の設定, 56 ページ

• ログイン時のチャットの復元, 59 ページ

コールピックアップ
適用対象：Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac

コールピックアップ機能を使用すると、ユーザは自分以外の電話番号に着信したコールに応答で

きるようになります。ディレクトリ番号はコールピックアップグループに割り当てられ、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは自動的に適切なコールピックアップグループ番号にダイヤルし
ます。ユーザは [ピックアップ（Pickup）]を選択してコールに応答します。

グループコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは別のグループ内の着信コールをピック

アップできます。ユーザがグループピックアップ番号を入力して [ピックアップ（Pickup）]を選
択すると、Cisco Unified Communications Managerは自動的に適切なコールピックアップグループ
番号にダイヤルします。

他のグループピックアップ機能を使用すると、ユーザは自分のグループに関連付けられているグ

ループ内の着信コールをピックアップできます。ユーザが [その他のピックアップ（OtherPickup）]
を選択すると、Cisco Unified Communications Managerは関連グループの着信コールを自動的に検
索します。

ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは電話番号への着信コールをピック

アップできます。ユーザが電話番号を入力して [ピックアップ（Pickup）]を選択すると、Cisco
Unified Communications Managerは着信コールを接続します。

コールピックアップの設定方法の詳細については、『Feature Configuration Guide for Cisco Unified
Communications Manager』を参照してください。
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コールピックアップ通知

着信コールが複数ある場合は、「Call(s) available for pickup（コールがピックアップ可能）」とい
う通知が表示されます。ユーザがコールに応答すると、ユーザは最も長く呼び出している着信コー

ルに接続されます。

デスクフォンモード

デスクフォンモードでは、次の制限が適用されます。

• Cisco Unified Communications Manager通知設定は、ピックアップグループではサポートされ
ていません。「CallerA -> CallerB」というコールピックアップ通知が表示されます。

• Cisco Unified Communications Managerでの音声と映像の設定はサポートされていません。ビ
ジュアルアラートが常に表示されます。

共用回線の動作

共有回線にデスクフォンと CSFソフトフォンの両方があるユーザの場合は、次の制限が適用され
ます。

•使用可能なコールがない場合にソフトフォンを使用してコールのピックアップを試みると、
デスクフォンに「Nocall available for PickUp（ピックアップできるコールなし）」というメッ
セージが表示されます。

•使用可能なコールがない場合にデスクフォンを使用してコールのピックアップを試みると、
ソフトフォンに「Nocall available for PickUp（ピックアップできるコールなし）」というメッ
セージが表示されます。

関連グループのメンバーでないユーザ

ユーザが関連グループのメンバーではないときに、別のピックアップグループにコールが着信し

た場合：

•ダイレクトコールピックアップ機能を使用して着信コールをピックアップできます。

•グループピックアップ機能は動作しません。

グループコールピックアップ機能およびダイレクトピックアップ機能の使用時に予想される動作

グループコールピックアップ機能およびダイレクトピックアップ機能の使用時に予想される動

作は、次のとおりです。

•無効な番号を入力

•ソフトフォンモード：会話ウィンドウが表示され、即座にアナンシエータが聞こえま
す。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウ、速いビジー音、またはアナンシエータの後に速
いビジー音、エラーメッセージ「Pickup faile（ピックアップ失敗）」。

   Cisco Jabber 11.5 の機能およびオプション
36

Cisco Jabber for Windows および Mac の機能
コールピックアップ



•有効な番号を入力したが、その時点でピックアップできるコールがない

•ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示なし、エラーメッ
セージ「No call available for pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウなし、エラーメッセージ「No call available for
pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•関連グループの電話番号を入力したが、その時点でピックアップできるコールがない

•ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示なし、エラーメッ
セージ「No call available for pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウなし、エラーメッセージ「No call available for
pickup（ピックアップできるコールなし）」。

•同じ Cisco Unified Communications Managerノードに属し、関連グループにはない電話の電話
番号を入力します。

•ソフトフォンモード：会話ウィンドウの表示、速いビジー音。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウの表示、速いビジー音、エラーメッセージ「Pickup
faile（ピックアップ失敗）」。

•有効なグループの 1番目の電話番号を入力

•ソフトフォンモード：ヘッドセットにトーン、会話ウィンドウの表示、15秒後にアナ
ンシエータ、それに続いて速いビジー音。

•デスクフォンモード：会話ウィンドウの表示、15秒後にアナンシエータ、速いビジー
音、エラーメッセージ「Pickup faile（ピックアップ失敗）」。

コールピックアップグループ外のデスクフォンによるコールピックアップ

ユーザがコールピックアップグループ外のデスクフォンからコールピックアップを試みると、

会話ウィンドウが少しの間表示されます。ユーザがコールピックアップグループのメンバーでな

い場合は、そのユーザによるコールピックアップ機能の使用を設定しないでください。

オリジナルの受信者情報が使用不可

CiscoUnified CommunicationsManagerの [自動コールピックアップ有効（AutoCall Pickup Enabled）]
設定が trueに設定されている場合、コールをソフトフォンモードでピックアップすると、クライ
アントで受信者情報を使用できなくなります。設定が falseの場合は、受信者情報を利用できま
す。

コールピックアップグループの設定

コールピックアップグループ機能により、ユーザは自分のグループ内の着信コールをピックアッ

プできます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communication Manager]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の
順に選択します。

[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。
[コールピックアップグループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 コールピックアップグループの情報を入力します。

a) コールピックアップグループに対して一意の名前を指定します。
b) コールピックアップグループに対して一意の電話番号を指定します。
c) 説明を入力します。
d) パーティションを選択します。

ステップ 5 （任意） [コールピックアップグループの通知設定（Call Pickup Group Notification Settings）]セ
クションで、音声通知または視覚的通知を設定します。

a) 通知ポリシーを選択します。
b) 通知タイマーを指定します。

コールピックアップグループの通知設定の詳細については、関連するCiscoUnifiedCommunications
Managerのマニュアルでコールピックアップに関するトピックを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

次の作業

電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。

電話番号の割り当て

電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。コールピックアップグループに割り

当てられた電話番号だけが、コールピックアップ、グループコールピックアップ、他のグルー

プピックアップ、ダイレクトコールピックアップを使用できます。

はじめる前に

電話番号にコールピックアップグループを割り当てる前に、コールピックアップグループを作

成する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）]インターフェイ
スを開きます。

ステップ 2 次のいずれかの方法で、電話番号にコールピックアップグループを割り当てます。

• [コールルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択し、電話番号
を検索して選択し、[コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup
Settings）]エリアで、コールピックアップグループのドロップダウンリストからコールピッ
クアップグループを選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択し、電話を検索して選択し、[関連付け情報
（Association Information）]リストで、コールピックアップグループを割り当てる電話番号
を選択します。

ステップ 3 データベースに変更を保存するには、[保存（Save）]を選択します。

他のコールピックアップの設定

他グループピックアップ機能を使用すると、ユーザは関連グループの着信コールをピックアップ

できます。ユーザが [他グループ（Other Pickup）]を選択すると、Cisco Unified Communications
Managerは関連グループ内の着信コールを自動的に検索し、コール接続を実行します。

はじめる前に

開始する前に、コールピックアップグループを設定してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Manager Administrationインターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [コールピックアップグループ（Call Pickup Group）]の
順に選択します。

[コールピックアップグループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）]ウィンドウ
が開きます。

ステップ 3 コールピックアップグループを選択します。

[コールピックアップグループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [関連付け先コールピックアップグループ情報（Associated Call Pickup Group Information）]セク
ションでは、以下を実行できます。

•コールピックアップグループを検索し、現在関連付けられているコールピックアップグ
ループに追加する。
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•関連付けられているコールピックアップグループの順序を変更する、またはコールピック
アップグループを削除する。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

ダイレクトコールピックアップの設定

ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、着信コールを直接ピックアップできます。

ユーザはクライアントに電話番号を入力し、[ピックアップ（Pickup）]を選択します。CiscoUnified
Communications Managerは関連するグループメカニズムを使用して、ユーザがダイレクトコール
ピックアップ機能を使って着信コールをピックアップできるかどうかを制御します。

ダイレクトコールピックアップを有効にするには、ユーザの関連グループに電話番号が属する

ピックアップグループを含める必要があります。

ユーザがこの機能を起動し、着信コールをピックアップする電話番号を入力すると、ユーザは指

定した電話に着信するコールに接続されます。そのコールが電話番号が属するコールピックアッ

プグループ内で最も長く鳴っているコールかどうかは問われません。

手順

ステップ 1 コールピックアップグループを設定し、関連グループを追加します。関連グループのリストには

10グループまで含めることができます。
詳細については、他のグループピックアップ機能に対するピックアップグループの定義に関する

トピックを参照してください。

ステップ 2 Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを有効にして、ダイレクトコールピックアップで
コールに自動的に応答するようにします。

詳細については、自動コールピックアップの設定に関するトピックを参照してください。

自動コールピックアップ

Auto Call Pickup Enabledサービスパラメータを有効にすると、コールピックアップ、グループ
ピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレクトコールピックアップを自動化できます。

このパラメータが有効になっている場合、Cisco Unified Communications Managerは、ユーザが電
話で適切なピックアップを選択すると、ユーザのピックアップグループ、他のピックアップグ

ループ、またはユーザのグループに関連付けられているピックアップグループ内の着信コールに

ユーザを自動的に接続します。この処理に必要なのは 1回のキーストロークだけです。

自動コールピックアップ機能はユーザのグループ内の着信コールにユーザを接続します。ユーザ

がクライアントで [ピックアップ（Pickup）]を選択すると、Cisco Unified Communications Manager
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はグループ内の着信コールを検索し、コール接続を実行します。自動化が有効になっていない場

合、ユーザは [ピックアップ（Pickup）]を選択してコールに応答し、コール接続を確立する必要
があります。

グループコールピックアップ自動化機能は、他のピックアップグループ内の着信コールにユー

ザを接続します。ユーザは他のピックアップグループのグループ番号を入力し、クライアントで

[ピックアップ（Pickup）]を選択します。ピックアップグループ番号を受信すると、CiscoUnified
Communications Managerはコール接続を実行します。グループコールピックアップ自動化機能が
有効になっていない場合は、他のピックアップグループのグループ番号にダイヤルして、クライ

アントで [ピックアップ（Pickup）]を選択し、コールに応答して接続を確立します。

他のグループピックアップ自動化機能は、ユーザのグループに関連付けられているグループ内の

着信コールにユーザを接続します。ユーザは、クライアントで [その他のピックアップ（Other
Pickup）]を選択します。Cisco Unified Communications Managerは関連付けられているグループ内
の着信コールを管理者が [コールピックアップグループの設定（Call Pickup Group Configuration）]
ウィンドウに入力した順序で検索し、コールが見つかるとコール接続を実行します。自動化が有

効になっていない場合、ユーザは [その他のピックアップ（Other Pickup）]を選択し、コールに応
答してコール接続を確立する必要があります。

ダイレクトコールピックアップ自動化機能は、ユーザのグループに関連付けられているグループ

内の着信コールにユーザを接続します。ユーザは鳴っている電話の電話番号を入力し、クライア

ントで [ピックアップ（Pickup）]を選択します。電話番号を受信すると、Cisco Unified
Communications Managerはコール接続を実行します。ダイレクトコールピックアップ自動機能が
有効になっていない場合、ユーザは鳴っている電話の電話番号にダイヤルして、[ピックアップ
（Pickup）]を選択します。すると、ユーザの電話でコールが鳴るので、それに応答して接続を確
立する必要があります。

コールピックアップの詳細については、『FeatureConfigurationGuide forCiscoUnifiedCommunications
Manager』を参照してください。

自動コールピックアップの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストからサーバを選択し、次に、[サービス（Service）]ド
ロップダウンリストから [Cisco Call Manager]サービスを選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（機能：コールピックアップ）（ClusterwideParameters（Feature -Call
Pickup）]セクションで、[自動コールピックアップの有効化（Auto Call Pickup Enabled）]に対し
て次のいずれかを選択します。

• true：自動コールピックアップ機能は有効になります。
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• false：自動コールピックアップ機能は有効になりません。これがデフォルト値です。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

常設チャットルーム
適用対象：Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac

パーシステントチャットの設定

クライアントでパーシステントチャットを使用できるようにするには、先に Cisco Unified
Communications Manager IM and Presenceサービスでパーシステントチャットを有効にして設定す
る必要があります。

はじめる前に

バーシステントチャットは Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス 10.0以
降でのみ利用できます。

パーシステントチャット機能をサポートするために必要なデータベース設定については、ご使用

のリリースの『Database Setup for IM and Presence Service on Cisco Unified CommunicationsManager』
を参照してください。このタスクを続行する前に、データベース設定を実行する必要があります。

パーシステントチャットでは、ローカルチャットメッセージのアーカイブを有効にする必要が

あります。ローカルチャットメッセージのアーカイブは、Cisco Unified Communications Manager
IM and Presenceサービスの [クライアントでのインスタントメッセージ履歴のログ記録を可能にす
る（Allow clients to log instant message history）]設定を使用して有効にします。詳細については、
「メッセージの設定の有効化」トピックを参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presenceの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [メッセージング（Messaging）] > [グループチャットとパーシステントチャット（Group Chat and
Persistent Chat）]と選択します。

ステップ 3 [パーシステントチャットの有効化（Enable Persistent Chat）]を選択します。

ステップ 4 [キャパシティの設定（Occupancy Settings）]セクションの [同時にルームに入れるユーザ数（How
many users can be in a room at one time）]と [同時にルームに入れる非表示ユーザ数（How many
hidden users can be in a room at one time）]が、ゼロ以外の同一の値であることを確認します。

ステップ 5 ご使用のパーシステントチャット展開に合わせて残りの設定を行います。次の表のパーシステン

トチャット設定をお勧めします。
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注記推奨値パーシステントチャット設定

無効（Disabled）プライマリグループチャットサーバのエイ

リアスをシステムで自動的に管理する

（System automaticallymanages primary group
chat server aliases）

有効（Enabled）パーシステントチャットの有効化（Enable
Persistent Chat）

この値は、現在パーシステント

チャットに使用されていませ

ん。

管理者指定

（Administrator
Defined）

すべてのルームの参加および終了をアーカ

イブ（Archive all room joins and exits）

有効（Enabled）すべてのルームメッセージのアーカイブ

（Archive all room messages）

シスコでは、Enterprise環境に
Cisco Unified Personal
Communicatorが導入されてい
るのでない限り、[有効
（Enabled）]を推奨します。

管理者指定

（Administrator
Defined）

グループチャットのシステム管理者のみの

パーシステントチャットルームの作成を許

可する（Allow only group chat system
administrators to create persistent chat rooms）

管理者指定

（Administrator
Defined）

許可されるパーシステントチャットルーム

の最大数（Maximumnumber of persistent chat
rooms allowed）

デフォルト値

（Default Value）
データベース接続数（Number of connections
to the database）

デフォルト値

（Default Value）
データベース接続のハートビート間隔

（秒）（Database connection heartbeat interval
(seconds)）

デフォルト値

（Default Value）
パーシステントチャットルームのタイムア

ウト値（分）（Timeout value for persistent
chat rooms (minutes)）

デフォルト値

（Default Value）
許可されるルームの最大数（Maximum
number of rooms allowed）

無効デフォルトではルームはメンバ専用です

（Rooms are for members only by default）

Cisco Jabber 11.5 の機能およびオプション
43

Cisco Jabber for Windows および Mac の機能
パーシステントチャットの設定



注記推奨値パーシステントチャット設定

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）ルームのオーナーは、ルームをメンバ専用

にするかどうかを変更できます（Room
owners can change whether or not rooms are for
members only）

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）他のユーザをメンバ専用ルームに招待でき

るのはモデレータのみです（Only
moderators can invite people to members-only
rooms）

有効（Enabled）ルームのオーナーは、他のユーザをメンバ

専用ルームに招待できるのはモデレータに

限定するかどうかを変更できます（Room
owners can change whether or not only
moderators can invite people to members-only
rooms）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ユーザは自分自身をメンバーとしてルーム

に追加できます（Users can add themselves
to rooms as members）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ユーザが自分自身を

メンバーとしてルームに追加できるように

するかどうかを変更できます（Roomowners
can change whether users can add themselves
to rooms as members）

Cisco Jabberがこの値を有効に
する必要があります。

有効（Enabled）ルーム内にいないメンバや管理者がルーム

に表示されたままです（Members and
administrators who are not in a room are still
visible in the room）

有効（Enabled）ルームのオーナーは、ルーム内にいないメ

ンバや管理者がルームに表示されたままに

するかどうかを変更できます（Roomowners
can changewhether members and administrators
who are not in a room are still visible in the
room）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームは古いクライアントと下位互換性が

あります（Rooms are backwards-compatible
with older clients）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームが古いクライ

アントと下位互換性があるかようにするど

うかを変更できます（Room owners can
change whether rooms are
backwards-compatible with older clients）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットで

サポートされていません。Cisco
Jabberは匿名ルームに参加でき
ません。

無効（Disabled）デフォルトで、ルームは匿名です（Rooms
are anonymous by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットで

サポートされていません。Cisco
Jabberは匿名ルームに参加でき
ません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームを匿名にする

かどうかを変更できます（Roomowners can
change whether or not rooms are anonymous）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
他のユーザをルームに招待できるユーザの

最低参加レベル（Lowest participation level
a user can have to invite others to the room）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、他のユーザをルーム

に招待できるユーザの最低参加レベルを変

更できます（Room owners can change the
lowest participation level a user can have to
invite others to the room）

シスコはデフォルト値を使用す

ることを推奨します。

管理者指定

（Administrator
Defined）

同時にルームに入れるユーザ数（Howmany
users can be in a room at one time）

管理者指定

（Administrator
Defined）

同時にルームに入れる非表示ユーザ数

（How many hidden users can be in a room at
one time）

デフォルト値

（Default Value）
デフォルトのルームの最大キャパシティ

（Default maximum occupancy for a room）

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーは、デフォルトのルーム

の最大キャパシティを変更できます（Room
owners can change default maximumoccupancy
for a room）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

デフォルト値

（Default Value）
ルーム内からプライベートメッセージを送

信できるユーザの最低参加レベル（Lowest
participation level a user can have to send a
private message from within the room）

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーは、ルーム内からプライ

ベートメッセージを送信できるユーザの最

低参加レベルを変更できます（Roomowners
can change the lowest participation level a user
can have to send a private message from within
the room）

モデレータ

（Moderator）
ルームの話題を変更できるユーザの最低参

加レベル（Lowest participation level a user
can have to change a room's subject）

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームの話題を変更

できるユーザの最低参加レベルを変更でき

ます

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）メッセージからすべての XHTMLフォー
マットを削除（Remove all XHTML
formatting from messages）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、XHTMLフォーマッ
トの設定を変更できます（Roomowners can
change XHTML formatting setting）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

無効（Disabled）デフォルトで、ルームの議論を管理

（Rooms are moderated by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
ルームオーナーは、デフォルトでルームを

モデレータ管理ルームにするかどうかを変

更できます（Room owners can change
whether rooms are moderated by default）

デフォルト値

（Default Value）
アーカイブから取得できるメッセージの最

大数（Maximum number of messages that can
be retrieved from the archive）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

15～50の値を推奨します。[デ
フォルトでチャット履歴に表示

されるメッセージ数（Number
of messages in chat history
displayed by default）]設定は、
常設チャットルームに遡及的

に適用されません。設定を変更

する前に作成されたルームで

は、もともと設定されていた値

がそのまま使用されます。

管理者指定

（Administrator
Defined）

デフォルトでチャット履歴に表示される

メッセージ数（Number of messages in chat
history displayed by default）

この値は、Cisco Jabberでは現
在パーシステントチャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーはチャット履歴に表示さ

れるメッセージ数を変更できます（Room
owners can change the number of messages
displayed in chat history）

パーシステントチャットルームは、作成時に設定を継承します。部屋の作成後に変更

された値は、変更が適用された後に作成されたルームだけに適用されます。

（注）

次の作業

パーシステントチャットのクライアント固有のパラメータが設定されていることを確認します。

詳細については、「クライアントパラメータ」を参照してください。

チャットルームでのファイル転送を有効にします。詳細については、「グループチャットとチャッ

トルームのファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化」を参照してください。

常設チャットルームの管理とモデレータ管理

（注） •常設チャットルームとその管理は、オンプレミス展開専用です。

•モバイルクライアントでは常設チャットルームが使用できません。

ルームの作成、モデレータの委任、メンバーの指定を行うことで、Jabberクライアントから常設
チャットルームを管理します。ルームを作成するノードは自動的に作成されます。ただし、上書

きや、特定のノードの指定が可能です。管理者およびモデレータは常設チャットルーム内の特権

ユーザです。Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presenceサーバ上で管理者になっている
サービスノードの常設チャットルームを管理できます。
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管理者機能

管理者は、ハブクライアントウィンドウの [パーシステントチャット（Persistent Chat）]の [すべ
てのルーム（All Rooms）]タブから次のタスクを実行できます。

•ルームの作成。ルームを作成すると、作成者は自動的にルーム管理者になります。

•チャットルームの最大 30名のモデレータ（ルームのオーナーになる）の定義および変更

•ルーム名の指定および変更。

•ルームの最大参加者数の定義。この数は、すでにルームに参加している参加者数未満にはで
きません。

•ルームメンバーの追加および削除。

•参加者のブロック、削除、および取り消し。

•ルームの破棄（サーバから削除されますが、履歴は削除されません）。

モデレータの機能

管理者によって、1つの常設チャットルームごとに最大 30名のモデレータを定義できます。モデ
レータは次のタスクを実行できます。

•ルームの主題の変更

•メンバーの編集（追加、削除、入出禁止など）

ルームの作成

ルームを作成するときに、次の種類の情報を入力できます。

•ルーム名（必須、最大 200文字）

•説明

•ルームのタイプ（パブリックまたは限定的）

ルームのタイプを定義した後は、変更できません。

• [マイルーム（My Rooms）]タブにルームを追加かするかどうかの指定（デフォルトではオ
フ）

•最大 30名のモデレータ（ルームの司会をするために有効な Jabber IDを持っている必要のあ
る人物）の追加

•ルームパスワード

ルームを作成すると、そのルームにすぐにまたは後でメンバーを追加するためのオプションが表

示されます。使用可能なルームのリストに新しいルームを表示するために、[すべてのルーム（All
Rooms）]リストを更新します。
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常設チャットルームパスワードの有効化

パスワード保護された常設チャットルームは、ユーザが Jabberセッション内のルームに入るとき
に、パスワードを入力する必要があることを意味します。パスワード保護されたルームは XMPP
標準機構の XEP-0045仕様に準拠しています。

手順

ステップ 1 ルームのパスワードを設定するには、ハブウィンドウの [チャットルーム（Chat Rooms）]タブか
ら、[すべてのルーム（All rooms）] > [新しいルーム（New room）] > [パスワード（Password）]の
順に選択します。

ステップ 2 ルームのパスワードを変更するには、チャットルームを開いて、[ルームの編集（EditRoom）]を
クリックし、[パスワード（Password）]を選択してから、パスワードを編集して保存します。

カスタム埋め込みタブ
適用対象：Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac

カスタム埋め込みタブは、クライアントインターフェイスで HTMLコンテンツを表示します。
Cisco Jabberのカスタム埋め込みタブ定義を作成する方法について説明します。

カスタム埋め込みタブの定義

カスタム組み込みタブは jabber-config.xmlファイルを使用してしか設定できません。次の
XMLスニペットに、カスタムタブ定義の構造を示します。
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="" preload="">
<tooltip></tooltip>
<icon></icon>
<url></url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>

次の表は、カスタム埋め込みタブ定義のパラメータについて説明します。

説明パラメータ

カスタム埋め込みタブのすべての定義が含まれます。

値にはすべてのカスタムタブ定義が含まれます。

browser-plugin

カスタム埋め込みタブの 1つの定義が含まれます。page
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説明パラメータ

コンテンツが更新されるタイミングを制御します。

• true：ユーザがタブを選択するたびに、コンテンツが更新されま
す。

• false（デフォルト）：ユーザがクライアントを再起動するか、ま
たはサインインしたときに、コンテンツが更新されます。

このパラメータはオプションであり、ページ要素の属性です。

refresh

コンテンツがロードされるタイミングを制御します。

• true：クライアントの起動時にコンテンツがロードされます。

• false（デフォルト）：ユーザがタブを選択したときにコンテンツ
がロードされます。

このパラメータはオプションであり、ページ要素の属性です。

preload

カスタム埋め込みタブのマウスオーバーテキストを定義します。

このパラメータはオプションです。マウスオーバーテキストを指定

しない場合、クライアントは Custom tabを使用します。

値は Unicode文字の文字列です。

tooltip

タブのアイコンを指定します。次のように、ローカルアイコンまたは

ホステッドアイコンを指定できます。

•ローカルのアイコン：次のように URLを指定します。
file://file_path/icon_name

•ホステッドアイコン：次のように URLを指定します。
http://path/icon_name

Microsoft Internet Explorerでレンダリング可能であれば、.JPG、.PNG、
および .GIF形式を含むどのアイコンでも使用できます。

このパラメータはオプションです。アイコンが指定されていない場

合、クライアントはHTMLページからお気に入りアイコンをロードし
ます。お気に入りアイコンが使用できない場合、クライアントはデ

フォルトのアイコンをロードします。

icon
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説明パラメータ

埋め込みタブのコンテンツが格納される URLを指定します。

クライアントは Internet Explorerのレンダリングエンジンを使用して
埋め込みタブのコンテンツを表示します。したがって、InternetExplorer
がサポートするコンテンツであれば、どのコンテンツでも指定できま

す。

クライアントは Internet Explorerバージョン 9以前をサポー
トします。ワークステーションに Internet Explorerバージョ
ン 9より後のバージョンがインストールされている場合、
クライアントはバージョン 9モードで Internet Explorerを使
用します。

（注）

このパラメータは必須です。

URL

ユーザのカスタムタブ

ユーザはクライアントユーザインターフェイスを介して独自のカスタム埋め込みタブを作成でき

ます。

ユーザによるカスタム埋め込みタブの作成を有効にする必要があります。次のようにして、設定

ファイルの AllowUserCustomTabsパラメータの値に trueを設定します。
<Options>
<AllowUserCustomTabs>true</AllowUserCustomTabs>

</Options>

ユーザのカスタム組み込みタブは、デフォルトで trueに設定されます。（注）

カスタムアイコン

最適な結果を得るには、カスタムアイコンは次のガイドラインに準拠する必要があります。

•寸法：20 X 20ピクセル

•透明な背景

• PNGファイル形式

カスタムタブからのチャットとコール

プロトコルハンドラを使用し、カスタム埋め込みタブからチャットやコールを開始できます。

チャットを開始するには、XMPP:または IM:プロトコルハンドラを使用します。
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音声通話やビデオ通話を開始するには、TEL:プロトコルハンドラを使用します。

UserID トークン
${UserID}トークンを urlパラメータの値の一部として指定できます。ユーザがサインインする
と、クライアントにより、${UserID}トークンがログインしたユーザのユーザ名に置き換えられ
ます。

また、クエリー文字列に ${UserID}トークンを指定することもできます（例：
www.cisco.com/mywebapp.op?url=${UserID}）。

ヒント

次の例は、${UserID}トークンの使用方法を示しています。

1 カスタム埋め込みタブで次の内容を指定します。

<url>www.cisco.com/${UserID}/profile</url>

2 Mary Smithがサインインします。Maryのユーザ名は msmithです。

3 クライアントにより、${UserID}トークンが次のようにMaryのユーザ名に置き換えられま
す。

<url>www.cisco.com/msmith/profile</url>

JavaScript 通知
カスタム埋め込みタブに JavaScript通知を実装できます。ここでは、JavaScript通知用にクライア
ントが提供するメソッドについて説明します。また、通知のテストに使用できる JavaScriptフォー
ムの例についても説明します。非同期サーバコールに対する JavaScript通知の実装方法と他のカ
スタム実装に関する説明は、このマニュアルでは取り扱いません。詳細については、該当する

JavaScriptのマニュアルを参照してください。

通知メソッド

クライアントには、JavaScript通知の次のメソッドを提供するインターフェイスが含まれていま
す。

• SetNotificationBadge：クライアントから JavaScriptでこのメソッドを呼び出します。このメ
ソッドの文字列の値は、次のいずれかになります。

•空：空の値にすると、既存の通知バッジすべてが削除されます。

• 1～ 999の数字

• 2桁の英数字の組み合わせ（例：A1）

• onPageSelected()：ユーザがカスタム組み込みタブを選択すると、クライアントはこのメソッ
ドを呼び出します。

   Cisco Jabber 11.5 の機能およびオプション
52

Cisco Jabber for Windows および Mac の機能
UserID トークン



• onPageDeselected()：ユーザが別のタブを選択すると、クライアントはこのメソッドを呼び出
します。

• onHubResized()：ユーザがクライアントハブウィンドウをサイズ変更または移動すると、ク
ライアントはこのメソッドを呼び出します。

• onHubActivated()：クライアントハブウィンドウがアクティブになると、クライアントはこ
のメソッドを呼び出します。

• onHubDeActivated()：クライアントハブウィンドウが非アクティブになると、クライアント
はこのメソッドを呼び出します。

カスタムタブでのプレゼンスの登録

次の JavaScript関数を使用して、連絡先のプレゼンスを登録し、クライアントからプレゼンスの更
新情報を受信することができます。

• SubscribePresence()：このメソッドにユーザの IMアドレスを使用してストリング値を指定し
ます。

• OnPresenceStateChanged：このメソッドを使用すると、ユーザは連絡先のプレゼンスに関して
クライアントから更新情報を取得できます。文字列として次の値のいずれか 1つを指定でき
ます。

• IMアドレス

•基本プレゼンス（Available（対応可）、Away（不在）、Offline（オフライン）、DoNot
Disturb（着信拒否））

•高度なプレゼンス（会議中、コール中、カスタムプレゼンス状態）

連絡先リストに含まれていない人物のプレゼンスを登録すると（一時プレゼンス登録）、その

登録は 68分後に期限切れになります。登録が期限切れになった後、プレゼンスの更新情報を
受信し続けるには、その人物のプレゼンスを再登録する必要があります。

（注）

Custom タブでのロケール情報の取得

次の JavaScript関数を使用すると、連絡先の現在のロケール情報をクライアントから取得できま
す。

• GetUserLocale()：このメソッドを使用して、クライアントにロケール情報を要求できます。

• OnLocaleInfoAvailable：このメソッドを使用して、クライアントからロケール情報を取得で
きます。クライアントのロケール情報を含む文字列値を使用できます。
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JavaScript の例

次のコードは、1～ 999の数字を入力できるフォームを JavaScriptを使用して表示する、HTML
ページの例を示しています。
<html>

<head>
<script type="text/javascript">

function OnPresenceStateChanged(jid, basicPresence,
localizedPresence)

{
var cell = document.getElementById(jid);
cell.innerText = basicPresence.concat(",

",localizedPresence);
}

function GetUserLocale()
{

window.external.GetUserLocale();
}

function SubscribePresence()
{

window.external.SubscribePresence('johndoe@example.com');
}

function OnLocaleInfoAvailable(currentLocale)
{

var cell = document.getElementById("JabberLocale");

cell.innerText = currentLocale;
}

function onHubActivated()
{

var cell = document.getElementById("hubActive");
cell.innerText = "TRUE";

}

function onHubDeActivated()
{

var cell = document.getElementById("hubActive");
cell.innerText = "FALSE";

}

function onHubResized()
{

alert("Hub Resized or Moved");
}

function OnLoadMethods()
{

SubscribePresence();
GetUserLocale();

}
</script>

</head>

<body onload="OnLoadMethods()">
<table>

<tr>
<td>John Doe</td>
<td id="johndoe@example.com">unknown</td>

</tr>
</table>
<table>

<tr>
<td>Jabber Locale: </td>
<td id="JabberLocale">Null</td>

</tr>
<tr>
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<td>Hub Activated: </td>
<td id="hubActive">---</td>

</tr>
</table>

</body>

</html>

この例の JavaScriptフォームをテストするには、前述の例を HTMLページにコピーしてから、そ
のページをカスタム埋め込みタブとして指定します。

カスタムタブでのコールイベントの表示

カスタムタブでコールイベントを表示するために次の JavaScript関数を使用できます。

OnTelephonyConversationStateChanged：テレフォニーサービスの APIは、クライアントがカスタ
ム埋め込みタブでコールイベントを表示できるようにします。カスタムタブに

OnTelephonyConversationStateChanged JavaScript関数を実装できます。クライアントはテ
レフォニーのカンバセーションの状態が変化するたびに、この関数を呼び出します。この関数は、

クライアントがコールイベントを取得するために解析する JSON文字列を受け入れます。

次のスニペットは、コールイベントを保持する JSONを示します。
{

"conversationId": string,
"acceptanceState": "Pending" | "Accepted| | "Rejected",
"state": "Started" | "Ending" | "Ended",
"callType": "Missed" | "Placed" | "Received" | "Passive" | "Unknown",
"remoteParticipants": [{participant1}, {participant2}, …, {participantN}],
"localParticipant": {
}

}

JSONの各参加者オブジェクトには、次のプロパティを含めることができます。
{

"voiceMediaDisplayName": "<displayName>",
"voiceMediaNumber": "<phoneNumber>",
"translatedNumber": "<phoneNumber>",
"voiceMediaPhoneType": "Business" | "Home" | "Mobile" | "Other" | "Unknown",
"voiceMediaState": "Active" | "Inactive" | "Pending" | "Passive" | "Unknown",

}

次に、この関数のカスタム埋め込みタブでの実装例を示します。この例では、stateと
acceptanceStateプロパティの値を取得し、これらの値をカスタムタブに表示します。

function OnTelephonyConversationStateChanged(json) {
console.log("OnTelephonyConversationStateChanged");
try {
var conversation = JSON.parse(json);
console.log("conversation id=" + conversation.conversationId);
console.log("conversation state=" + conversation.state);
console.log("conversation acceptanceState=" + conversation.acceptanceState);
console.log("conversation callType=" + conversation.callType);

}
catch(e) {
console.log("cannot parse conversation:" + e.message);

}
}

次に、この関数の考えられるすべてのフィールドでの実装例を示します。

function OnTelephonyConversationStateChanged(json) {
console.log("OnTelephonyConversationStateChanged");
try {

Cisco Jabber 11.5 の機能およびオプション
55

Cisco Jabber for Windows および Mac の機能
カスタムタブでのコールイベントの表示



var conversation = JSON.parse(json);
console.log("conversation state=" + conversation.state);
console.log("conversation acceptanceState=" + conversation.acceptanceState);
console.log("conversation callType=" + conversation.callType);
for (var i=0; i<conversation.remoteParticipants.length; i++) {
console.log("conversation remoteParticipants[" + i + "]=");
console.log("voiceMediaDisplayName=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaDisplayName);
console.log("voiceMediaNumber=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaNumber);
console.log("translatedNumber=" +

conversation.remoteParticipants[i].translatedNumber);
console.log("voiceMediaPhoneType=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaPhoneType);
console.log("voiceMediaState=" +

conversation.remoteParticipants[i].voiceMediaState);
}
console.log("conversation localParticipant=");
console.log(" voiceMediaDisplayName=" +

conversation.localParticipant.voiceMediaDisplayName);
console.log(" voiceMediaNumber=" + conversation.localParticipant.voiceMediaNumber);

console.log(" translatedNumber=" + conversation.localParticipant.translatedNumber);

console.log(" voiceMediaPhoneType=" +
conversation.localParticipant.voiceMediaPhoneType);

console.log(" voiceMediaState=" + conversation.localParticipant.voiceMediaState);
}
catch(e) {
console.log("cannot parse conversation:" + e.message);

}
}

カスタム埋め込みタブの例

次に、1つの埋め込みタブを含む設定ファイルの例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh ="true" preload="true">
<tooltip>Cisco</tooltip>
<icon>http://www.cisco.com/web/fw/i/logo.gif</icon>
<url>www.cisco.com</url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>
</Client>
</config>

自動更新の設定
適用対象：Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac

自動更新を有効にするには、HTTPサーバ上のインストールパッケージの URLなどの最新バー
ジョンに関する情報を含む XMLファイルを作成します。ユーザがサインインしたとき、コン
ピュータをスリープモードから再開したとき、または [ヘルプ（Help）]メニューから手動更新要
求を実行したとき、クライアントは XMLファイルを取得します。
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インスタントメッセージおよびプレゼンス機能にCiscoWebExMessenger Serviceを使用する場
合は、Cisco WebEx管理ツールを使用して自動更新を設定する必要があります。

（注）

XMLファイルの構造

自動更新用の XMLファイルは次のような構造となっています。
<JabberUpdate>

<App name=”JabberWin”>
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>10.5.x</LatestVersion>
<Mandatory>true</Mandatory>
<Message>

<b>This new version of Cisco Jabber lets you do the
following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li></ul>For
more information click <a target="_blank"
href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.

</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>

XMLファイルの例 1

以下は自動更新の XMLファイルの例です。
<JabberUpdate>
<App name="JabberWin">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.x</LatestVersion>
<Message><b>This new version of Cisco Jabber lets you do the

following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li></ul>For
more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>
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XMLファイルの例 2

以下は自動更新のXMLファイルの例です。これは、Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber
for Macの両方に該当します。
<JabberUpdate>
<App name="JabberMac">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.6.1</LatestVersion>
<Message><b>This new version of Cisco Jabber lets you do the

following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li>
</ul>For more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.
</Message>

<DownloadURL>http://http_server_name/Cisco-Jabber-Mac-9.6.1-12345-MrbCdd.zip</DownloadURL>

</App>
<App name="JabberWin">
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.0</LatestVersion>
<Message><b>This new version of Cisco Jabber lets you do the

following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2
</li></ul>For more information click <a target="_blank"

href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.
</Message>
<DownloadURL>http://http_server_name/CiscoJabberSetup.msi
</DownloadURL>

</App>
</JabberUpdate>

はじめる前に

• XMLファイルとインストールパッケージをホストするために、HTTPサーバをインストール
して設定します。

•ワークステーションにソフトウェアアップデートをインストールできる権限がユーザにある
ことを確認します。

ユーザがワークステーションに対する管理権限を持っていない場合は、MicrosoftWindowsが
更新インストールを停止します。インストールを完了するには、管理者権限でログインする

必要があります。

手順

ステップ 1 ご使用の HTTPサーバで更新インストールプログラムをホストします。

ステップ 2 任意のテキストエディタを使用して更新の XMLファイルを作成します。

ステップ 3 XMLで次のように値を指定します。

• name：App要素の name属性の値として次の IDを指定します。

• JabberWin：更新は Cisco Jabber for Windowsに適用されます。

• JabberMac：更新は Cisco Jabber for Macに適用されます。

• LatestBuildNum：更新のビルド番号。
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• LatestVersion：更新のバージョン番号。

• Mandatory：（Windowsクライアントのみ）Trueまたは False。画面の指示に従って、ユー
ザがクライアントバージョンをアップグレードする必要があるかどうかを決定します。

• Message：次の形式の HTML。

<varname astX:md="true" astX:sn="00000023WIH62E4EA10206C10ECE61E65YZ">your_html</varname>

• DownloadURL：HTTPサーバ上のインストールパッケージの URL。

Cisco Jabber for Macの場合、URLファイルは次の形式にする必要があります。
Cisco-Jabber-Mac-version-size-dsaSignature.zip

ステップ 4 更新の XMLファイルを保存して閉じます。

ステップ 5 HTTPサーバ上で更新 XMLファイルをホストします。

ステップ 6 コンフィギュレーションファイル内のUpdateUrlパラメータの値として更新XMLファイルのURL
を指定します。

ログイン時のチャットの復元
適用対象：Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac

この機能を使用すると、開いているチャットセッションを次回のサインイン時に復元するかどう

かを指定できます。これは 1：1チャットにのみ適用されます。

この機能はRestoreChatOnLoginパラメータを使用して設定します。このパラメータが trueの場合、
クライアントの [全般（General）]タブにある [開いている会話を記憶する（Remember my open
conversations）]チェックボックスが選択されます。このチェックボックスは、ユーザが初めて
Cisco Jabberにサインインした際に、デフォルトでオフになっています。

このパラメータの詳細については、ご使用のリリースに対応する『Parameter Reference Guide』を
参照してください。
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第 4 章

Cisco Jabber for Windows の機能

• カスタム顔文字, 61 ページ

• ブラウザクリック通話 , 65 ページ

• 問題レポート, 66 ページ

• My Jabber ChatsおよびMy Jabber Filesディレクトリの場所, 67 ページ

• IBM Notesの連絡先検索とカレンダー統合, 68 ページ

• Microsoft製品との統合, 68 ページ

カスタム顔文字
適用対象：Cisco Jabber for Windows

XMLファイルで顔文字定義を作成して、それをファイルシステムに保存することによって、Cisco
Jabber for Windowsにカスタム顔文字を追加できます。

最適な結果を得るには、カスタム顔文字は、次のガイドラインに準拠する必要があります。（注）

•寸法：17 X 17ピクセル

•トランスペアレント背景

• PNGファイル形式

• RGBカラー
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手順

ステップ 1 任意のテキストエディタを使用して emoticonDefs.xmlという名前のファイルを作成します。

ステップ 2 必要に応じて、emoticonDefs.xmlで顔文字定義を指定します。
emoticonDefs.xmlの構造と使用可能なパラメータの詳細については、「顔文字の定義」を参
照してください。

ステップ 3 emoticonDefs.xmlを保存して閉じます。

ステップ 4 emoticonDefs.xmlをファイルシステムの適切なディレクトリに保存します。
Cisco Jabber for Windowsはファイルシステム上の次のディレクトリから顔文字定義をロードしま
す。

•ディレクトリは、オペレーティングシステムによって異なる場合があります

◦ 32ビットオペレーティングシステムの場合：

◦ Program Files\Cisco Systems\Cisco Jabber\Emoticons

◦ Program Files\Cisco Systems\Cisco Jabber\CustomEmoticons

◦ 64ビットオペレーティングシステムの場合：

◦ Program Files(x86)\Cisco Systems\Cisco Jabber\Emoticons

◦ Program Files(x86)\Cisco Systems\Cisco Jabber\CustomEmoticons

Emoticonsフォルダには、Cisco Jabber for Windows用のデフォルトの顔文字とデフォルト
の emoticonDefs.xmlが含まれています。

CustomEmoticonsフォルダはデフォルトでは存在しません。管理者は、このフォルダを作
成してカスタム顔文字の定義を格納し、組織展開に含めることができます。

CustomEmoticonsフォルダで定義した顔文字は、デフォルトの Emoticonsフォルダの顔
文字の定義よりも優先されます。

• %USERPROFILE%\AppData\Roaming\Cisco\Unified
Communications\Jabber\CSF\CustomEmoticons

このフォルダには、Cisco Jabber for Windowsの個別のインスタンス用のカスタム顔文字定義
が含まれています。

このディレクトリで定義した顔文字は、インストールディレクトリの CustomEmoticons
フォルダの顔文字の定義よりも優先されます。

ステップ 5 Cisco Jabber for Windowsを再起動します。

Cisco Jabber for Windowsが emoticonDefs.xml内のカスタム顔文字定義をロードします。
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ユーザは、カスタム顔文字定義がemoticonDefs.xml内でローカルに定義されている場合に
のみ、それらの定義を利用することができます。顔文字の定義が異なるユーザにカスタム顔文

字を送信すると、それらのユーザはアイコンではなく、デフォルトキーを受信します。次に

例を示します。

メモ

1 ユーザ Aが emoticonDefs.xml内でカスタム顔文字を定義します。

カスタム顔文字の定義は、ユーザ Aのローカルファイルシステムにのみ存在します。

2 ユーザ Aはそのカスタム顔文字をユーザ Bに送信します。

3 ユーザBはカスタム顔文字のデフォルトキーのみを受信します。ユーザBはアイコンを受
信しません。

顔文字の定義

Cisco Jabber for Windowsは emoticonDefs.xmlから顔文字定義をロードします。

次の XMLの抜粋は、顔文字の定義ファイルの基本構造を示します。
<emoticons>
<emoticon defaultKey="" image="" text="" order="" hidden="">
<alt></alt>
</emoticon>
</emoticons>

次の表に、カスタム顔文字を定義するための要素および属性を示します。

説明要素または属性

この要素には、すべての顔文字の定義が含まれます。emoticons

この要素には、1つの顔文字の定義が含まれます。emoticon

この属性により、顔文字を描画するデフォルトキーの組み合わ

せが定義されます。

値として任意のキーの組み合わせを指定します。

この属性は必須です。

defaultKeyは emoticon要素の属性です。

defaultKey
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説明要素または属性

この属性では、顔文字イメージのファイルを指定します。

値として顔文字のファイル名を指定します。顔文字イメージは、

emoticonDefs.xmlと同じディレクトリに存在する必要があり
ます。

この属性は必須です。

Cisco Jabber forWindowsは、.jpeg、.png、.gifなど、Internet
Explorerでレンダリング可能なアイコンをサポートしています。

imageは emoticon要素の属性です。

image

この属性では、[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボッ
クスに表示される説明文を定義します。

任意の Unicode文字の文字列を指定します。

この属性はオプションです。

textは emoticon要素の属性です。

text

この属性では、[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボッ
クスに顔文字が表示される順序を定義します。

値として 1から始まる序数を指定します。

orderは emoticon要素の属性です。

この属性は必須です。ただし、hiddenの値が trueである場合、こ
のパラメータは有効になりません。

order

この属性では、[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボッ
クスに顔文字が表示されるかどうかを指定します。

値として次のいずれかを指定します。

true

[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボックスに顔
文字が表示されないことを指定します。ユーザは、顔文字

を描画するキーの組み合わせを入力する必要があります。

false

[顔文字の挿入（Insert emoticon）]ダイアログボックスに顔
文字が表示されることを指定します。ユーザは、[顔文字の
挿入（Insert emoticon）]ダイアログボックスから顔文字を
選択するか、顔文字を描画するキーの組み合わせを入力す

ることができます。これがデフォルト値です。

この属性はオプションです。

hiddenは emoticon要素の属性です。

hidden
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説明要素または属性

この要素を使用すると、キーの組み合わせを顔文字にマッピング

できます。

値として任意のキーの組み合わせを指定します。

たとえば、defaultKeyの値が :)である場合に、altの値として :-)
を指定すると、両方のキーの組み合わせで同じ顔文字を描画でき

ます。

この要素はオプションです。

alt

デフォルトの顔文字の定義ファイルには、ユーザが他のユーザからコールを要求できる次の

キーの組み合わせが含まれています。

メモ

• :callme

• :telephone

これらのキーの組み合わせによって、callmeの顔文字、または communiconが送信されます。この
顔文字を受信したユーザは、アイコンをクリックして音声コールを開始できます。任意のカスタ

ム顔文字の定義ファイルにこれらのキーの組み合わせを含めて、callmeの顔文字を有効にします。

顔文字の定義の例

<emoticons>
<emoticon defaultKey=":)" image="Emoticons_Smiling.png" text="Smile" order="1">
<alt>:-)</alt>
<alt>^_^</alt>
</emoticon>
<emoticon defaultKey=":(" image="Emoticons_Frowning.png" text="Frown" order="2">
<alt>:-(</alt>
</emoticon>
</emoticons>

ブラウザクリック通話
適用対象：Cisco Jabber for Windows

ブラウザクリック通話により、次のブラウザからコールを開始できます。

• Internet Explorer（バージョン 9以降）

• Mozilla Firefox（バージョン 38.0a1以降）

• Google Chrome（バージョン 45以降）

任意の番号、URI、または英数字文字列を選択して右クリックし、次のいずれかのオプションを
選択することができます。
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• [コール（Call）]：スペースおよび句読点が削除され、発信が開始されます。

• [編集してコール（Call with Edit）]：スペースおよび句読点が削除され、番号がハブウィン
ドウの [検索（Search）]ボックスに表示されます。コールを開始する前に番号を編集できま
す。

ブラウザクリック通話は、CLICK2Xインストールパラメータによって有効になります。このパ
ラメータを ENABLED（デフォルト値）に設定すると、この機能が有効になります。この機能を
無効にするには、CLICK2Xインストールパラメータを DISABLEDに設定する必要があります。
CLICK2Xパラメータの詳細については、ご使用のリリースに対応する展開ガイドを参照してくだ
さい。

Google Chrome からのクリック通話
Google Chromeブラウザからのクリック通話を有効にするには、ユーザ入力が必要です。ユーザ
は、Cisco Jabberをインストールし、サインインした後に、Google Chromeブラウザを再起動する
必要があります。ブラウザが開くと、“JabberCall”拡張機能のインストールの許可を求めるポップ
アップウィンドウが表示されます。[拡張機能を有効にする（Enable Extension）]をクリックして
インストールを許可する必要があります。拡張機能がインストールされます。これにより、ブラ

ウザに表示される電話番号を選択し、右クリックすることによってコールできるようになります。

ユーザにマシンの管理者権限がない場合は、“JabberCall”拡張機能のインストールの許可を求める
ポップアップウィンドウが表示されません。この場合は、システム管理者に問い合わせて、拡張

機能をインストールしてもらう必要があります。

Mozilla Firefox からのクリック通話
Mozilla Firefoxブラウザからのクリック通話を有効にするには、ユーザ入力が必要です。ユーザ
は、CiscoJabberをインストールした後に、Firefoxブラウザを再起動する必要があります。ブラウ
ザが開くと、“JabberCallAddOn”アドオンのインストールの許可を求めるポップアップウィンドウ
が表示されます。[このインストールを許可する（Allow this installation）]および [続ける
（Continue）]をクリックしてインストールを許可する必要があります。アドオンがインストール
されます。これにより、ブラウザに表示される電話番号を選択し、右クリックすることによって

コールできるようになります。

Internet Explorer からのクリック通話
Internet Explorerブラウザからのクリック通話には、ユーザによる許可またはインストールは不要
です。

問題レポート
適用対象：Cisco Jabber for Windows
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問題レポートをセットアップすると、ユーザはクライアントの使用中に発生した問題の概要を送

信できます。次のように、問題レポートを送信する方法は 2つあります。

•ユーザは、クライアントインターフェイスを使用して問題レポートを直接送信します。

•問題レポートをローカルに保存し、後でアップロードする。

クライアントは、HTTP POSTメソッドを使用して問題レポートを送信します。POST要求を受け
入れるカスタムスクリプトを作成し、設定パラメータとしてHTTPサーバ上のスクリプトのURL
を指定します。ユーザは問題レポートをローカルに保存できるため、ユーザが問題レポートをアッ

プロードできるようにするフォームを含む HTMLページを作成する必要もあります。

はじめる前に

環境の準備を行うには、次の手順を実行します。

1 HTTPサーバをインストールして設定します。
2 HTTP POST要求を受け入れるカスタムスクリプトを作成します。
3 ユーザが、ローカルに保存されている問題レポートをアップロードできる HTMLページを作
成します。HTMLページには、.ZIPアーカイブとして保存された問題レポートを受け入れ、
カスタムスクリプトを使用して問題レポートを送信するアクションが含まれているフォームが

あります。

次に、問題レポートを受け入れるフォームの例を示します。

<form name="uploadPrt" action="http://server_name.com/scripts/UploadPrt.php" method="post"
enctype="multipart/form-data">
<input type="file" name="zipFileName" id="zipFileName" /><br />
<input type="submit" name="submitBtn" id="submitBtn" value="Upload File" />
</form>

手順

ステップ 1 HTTPサーバ上でカスタムスクリプトをホストします。

ステップ 2 設定ファイルの PrtLogServerUrlパラメータの値としてスクリプトの URLを指定します。

My Jabber Chats および My Jabber Files ディレクトリの場
所

適用対象：Cisco Jabber for Windows

ユーザが会話を閉じるたびにインスタントメッセージおよびファイル転送が自動的に保存される

ように設定されている場合（EnableAutosaveパラメータを使用）、これらのファイルのデフォル
トの保存場所はドキュメントフォルダです。チャットは「MyJabberChats」というフォルダに保存
され、ファイルは「MyJabberFiles」というフォルダに保存されます。
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ただし、AutosaveChatsLocationパラメータを使用して別の場所を指定するか、
AllowUserSelectChatsFileDirectoryパラメータを使用してユーザに独自の場所を選択させることも
できます。ユーザが独自のディレクトリの場所を設定できる場合、そのユーザ設定はシステム定

義の設定よりも優先されます。これらのパラメータの詳細については、ご使用のリリースに対応

する『Parameters Reference Guide』を参照してください。

IBM Notes の連絡先検索とカレンダー統合
適用対象：Cisco Jabber for Windows

Cisco Jabber for Windowsでは、クライアントの [会議（Meetings）]タブでの IBM Notesのカレン
ダー統合がサポートされています。Cisco Jabberを使用すれば、IBM Notesからローカル連絡先を
検索または追加することができます。IBM Notesとの統合を有効にするには、次のパラメータを
設定する必要があります。

• EnableLocalAddressBookSearch=true

• EnableLotusNotesContactResolution=true

• CalendarIntegrationType=2

CalendarIntegrationTypeパラメータはユーザが上書きできます。IBM Notesとのカレンダー統合と
連絡先解決を有効にするには、ユーザは [オプション（Options）]ウィンドウの [カレンダー
（Calendar）]タブで [カレンダー統合（Calendar integration）]タイプが [IBM Notes]に設定されて
いることを確認する必要があります。

ユーザが IBM Notesの連絡先を連絡先リストに正常に追加できるようにするには、IBM Notes
の [メッセージング ID（Messaging ID）]フィールドに有効な値が入力されている必要がありま
す。

（注）

着信コールの連絡先の解決

Cisco Jabber for Windowsは着信コールに関して IBM Notesのアドレス帳を検索しないため、通話
履歴には IBMNotesの連絡先の電話番号のみが表示されます。その後にCisco Jabberのユーザが電
話番号に関連付けられた連絡先を検索すると、通話履歴が変更され、電話番号の代わりに連絡先

の名前が表示されるようになります。

Microsoft 製品との統合
適用対象：Cisco Jabber for Windows

Cisco Jabber for Windowsは、アプリケーションと統合するさまざまなMicrosoft製品をサポートし
ます。このセクションでは、これらの製品のサポートと統合について説明します。
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Internet Explorer

Microsoft Internet Explorer 8以降が必要です。Cisco Jabber for Windowsは、Internet Explorerのレン
ダリングエンジンを使用して HTMLコンテンツを表示します。

Cisco Jabber for Windowsは、IMをレンダリングするために Internet Explorerのアクティブスクリ
プティングが必要です。アクティブスクリプティングの有効化方法については、http://
windows.microsoft.com/en-US/windows/help/genuine/ie-active-scriptを参照してください。

シングルサインオン（SSO）を使用したクラウドベース展開の InternetExplorer 9ユーザがCisco
Jabber for Windowsにサインインすると、セキュリティアラートが表示されます。このアラー
トを停止するには、Internet Explorer 9の [互換表示設定（Compatibility View Settings）]ウィン
ドウで、Webサイトのリストに webexconnect.comを追加します。

（注）

オフィス

次のバージョンの Officeとの統合がサポートされます。

• Microsoft Office 2016（32ビットと 64ビット）

• Microsoft Office 2013（32ビットと 64ビット）

• Microsoft Office 2010（32ビットと 64ビット）

Office 365

Microsoft Office 365は、プランまたはサブスクリプションタイプによって異なる設定タイプをサ
ポートします。Cisco Jabber for WindowsはMicrosoft Office 365のSmall Businessプラン P1でテス
ト済みです。このプランにはオンプレミス Active Directoryサーバが必要です。

Microsoft Office 365とのクライアント側統合は、次のアプリケーションでサポートされます。

• Microsoft Office 2016（32ビットおよび 64ビット）

• Microsoft Office 2013（32ビットおよび 64ビット）

• Microsoft Office 2010（32ビットおよび 64ビット）

• Microsoft SharePoint 2010

SharePoint

次のバージョンの SharePointとの統合がサポートされます。

• Microsoft SharePoint 2013

• Microsoft SharePoint 2010

Microsoft SharePointサイトのアベイラビリティステータスは、ユーザがMicrosoft Internet Explorer
を使用してこのサイトにアクセスしている場合にのみサポートされます。Microsoft InternetExplorer
で信頼済みサイトのリストにMicrosoft SharePointサイトを追加する必要があります。
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カレンダーの統合

予定表の統合のために、次のクライアントアプリケーションを使用できます。

• Microsoft Outlook 2016（32ビットおよび 64ビット）

• Microsoft Outlook 2013（32ビットおよび 64ビット）

• Microsoft Outlook 2010（32ビットおよび 64ビット）

• IBM Lotus Notes 9（32ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.3（32ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.2（32ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.1（32ビット）

• Google Calendar

Microsoft Outlook カレンダーイベント
適用対象：Cisco Jabber for Windows

予定表イベントが Cisco Jabber for Windowsに表示されるように、Microsoft Outlookで設定を適用
する必要があります。

手順

ステップ 1 次の例のように、Microsoft Outlookで電子メールアカウント設定を開きます。
a) [ファイル（File）] > [アカウント設定（Account Settings）]を選択します
b) [アカウント設定（Account Settings）]ウィンドウの [電子メール（Email）]タブを選択します。

ステップ 2 サーバ名をダブルクリックします。

ほとんどの場合、サーバ名はMicrosoft Exchangeです。

ステップ 3 [キャッシュされた Exchangeモードの設定（Cached Exchange Mode setting）]チェックボックスを
選択します。

ステップ 4 設定を適用してから、Microsoft Outlookを再起動します。

ユーザがMicrosoftOutlookで予定表イベントを作成すると、[ミーティング（Meetings）]タブにそ
れらのイベントが表示されます。

Microsoft Outlook プレゼンスの統合
適用対象：Cisco Jabber for Windows
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Microsoft Outlookとの統合を有効にするには、Microsoft Active Directoryの proxyAddresses属
性の値として SIP:user@cupdomainを指定する必要があります。ユーザはMicrosoft Outlookに
在席かどうかを共有できるようになります。proxyAddresses属性を変更するには、次のいずれ
かの方法を使用します。

• Active Directoryユーザとコンピュータなどの Active Directory管理ツールを使用する

Active Directoryユーザとコンピュータ管理ツールを使用すれば、Microsoft Windows Server
2008以降の属性を編集できます。

• ADSchemaWizard.exeユーティリティ

ADSchemaWizard.exeユーティリティは Cisco Jabber管理パッケージで使用できます。この
ユーティリティが生成する LDIFファイルにより、SIP:user@cupdomainの値を持つ
proxyAddresses属性をすべてのユーザに追加するよう、ディレクトリが変更されます。

ADSchemaWizard.exeユーティリティは、Active Directoryユーザおよびコンピュータ用管理
ツールの属性編集機能をサポートしていないサーバで使用します。ADSI Editなどのツール
を使用して、ADSchemaWizard.exeユーティリティを使用して適用した変更を確認できます。

ADSchemaWizard.exeユーティリティでは、Microsoft .NET Frameworkバージョン 3.5以降が
必要です。

•Microsoft Windows PowerShellでスクリプトを作成する

MicrosoftOutlookでのプレゼンスを有効にするスクリプトの作成については、対応するMicrosoft
のマニュアルを参照してください。

Active Directory ユーザとコンピュータツールとのプレゼンスの有効化
次の手順を実行し、ActiveDirectoryユーザとコンピュータ管理ツールを使用してMicrosoftOutlook
で個別ユーザのプレゼンスを有効にします。

手順

ステップ 1 Active Directoryユーザとコンピュータ管理ツールを起動します。
Active Directoryユーザとコンピュータ管理ツールを実行するには、管理者権限が必要です。

ステップ 2 メニューバーで [表示（View）]を選択し、ドロップダウンリストから [拡張機能（Advanced
Features）]オプションを選択します。

ステップ 3 Active Directoryユーザとコンピュータ管理ツールの対象ユーザに移動します。

ステップ 4 ユーザをダブルクリックして [プロパティ（Properties）]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 5 [属性エディタ（Attribute Editor）]タブを選択します。

ステップ 6 [属性（Attributes）]リストボックスで、proxyAddresses属性を見つけて選択します。

ステップ 7 [編集（Edit）]を選択し、[複数値文字列エディタ（Multi-valued String Editor）]ダイアログボック
スを開きます。

ステップ 8 [追加する値（Value to add）]テキストボックスに SIP:user@cupdomainの値を指定します。
例：SIP:msmith@cisco.com
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user@cupdomainの値は、ユーザのインスタントメッセージアドレスです。cupdomainは、
Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービスのドメ
インに対応します。

Microsoft Outlook からのローカル連絡先の追加
Cisco Jabber forWindowsを使用すれば、Microsoft Outlook内のローカル連絡先を検索または追加す
ることができます。

Microsoft Outlookのすべてのローカル連絡先には、インスタントメッセージアドレスと電話番号
が含まれている必要があります。これらの詳細情報により、ユーザが次の操作を実行できるよう

になります。

• Microsoft Outlookのローカル連絡先を自分の連絡先リストに追加する。

•クライアントで連絡先の写真を表示する。

•インスタントメッセージをローカル連絡先に送信する。

•クライアントからローカル連絡先にコールする。

管理者のタスク

このMicrosoft Outlookとの統合を有効にするには、Microsoft Exchange Serverで Exchangeキャッ
シュモードを有効にします。

ユーザがクライアントからMicrosoft Outlook内のローカル連絡先を検索できるようにするには、
Microsoft Outlookでプロファイルを設定する必要があります。

ユーザのタスク

ユーザはクライアントで適切な予定表設定を指定する必要があります。

1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）]を選択します。

2 [予定表（Calendar）]タブを選択します。

3 [Microsoft Outlook]を選択します。

4 変更を適用するには、Cisco Jabberを再起動してください。

Microsoft Outlook のチャット履歴
適用対象：Cisco Jabber for Windows

この機能は、次のバージョンのクライアントで使用できます。
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サポートされるサーバCisco Jabber for Windows のバー
ジョン

Microsoft Exchange 2013

Microsoft Exchange 2010

10.6

Microsoft Office 365

Microsoft Exchange 2013

Microsoft Exchange 2010

11.0

クライアントが自動的にユーザのMicrosoft Outlookアプリケーション内の Cisco Jabber Chatsフォ
ルダにチャット履歴を保存するようにできます。ユーザがチャットウィンドウを閉じると、クラ

イアントは Exchangeサーバに IM会話を保存します。

機能を有効にするには、以下を実行する必要があります。

1 jabber-config.xmlファイルで、EnableSaveChatHistoryToExchangeパラメータを trueに設
定します。

2 （任意）Exchangeサーバに対してユーザを認証する方式を設定します。認証方式を指定しない
場合、ユーザはクライアントの [オプション（Options）]メニューの [Outlook]タブから直接認
証できます。

3 使用するサーバを決定する方法を指定します。

この機能の有効化に必要なすべてのパラメータの詳細については、『ParametersReferenceGuide』
を参照してください。

Outlook フォルダに保存するチャット履歴の制限事項
この機能は、ユーザが Cisco Unified Communications Managerのアカウントを所有している場合に
のみ有効にできます。

Mobile and Remote Access 用 Cisco Expressway の認証方式に関する制限

Expressway経由でMobile and Remote Accessに接続する機能をユーザに対して有効にしている場合
は、次の制限が適用されます。

•ユーザが Expressway経由で接続していることを検出した場合、クライアントは Exchange接
続に外部サーバオプションを使用します。外部サーバが設定されていない場合は、内部サー

バが使用されます。

•ユーザが Expressway経由で接続していないことを検出した場合、クライアントは Exchange
接続に内部サーバオプションを使用します。内部サーバが設定されていない場合は、外部

サーバが使用されます。

•ただし、内部サーバまたは外部サーバが設定されているが、Cisco Jabberが何らかの理由でそ
のサーバに接続できない場合、クライアントはもう一方のサーバを使用しません。
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認証モード

クライアントが Exchange Serverで認証される認証方式をセットアップする必要があります。認証
が完了すると、クライアントに Exchange Serverへのアクセス権が付与され、Outlook内のフォル
ダにチャット履歴を保存できるようになります。

認証方式を指定しなかった場合は、ユーザが [オプション（Options）]メニューの [Outlook
（Outlook）]タブで、Exchangeクレデンシャルをクライアントに手動で入力する必要があります。

オペレーティングシステムのシングルサインオンを使用した認証

クライアントは、ログインユーザのアカウント詳細を使用して、Exchangeサーバで認証を受けま
す。この認証方式は、Windows NT LAN Manager（NTLM）セキュリティプロトコルを使用しま
す。

一部のユーザが同じWindowsアカウントを共有している場合は、この認証方式を使用しない
でください。クライアントは、CiscoJabberにログインしているユーザではなく、オペレーティ
ングシステム上のアカウントを使用して認証します。たとえば、ユーザ AはWindowsマシン
にログインしてから、Cisco Jabberにログインして午前のシフトに就きます。このシフトが終
わると、Jabberがリセットされ、ユーザBがクライアントにログインして午後のシフトに就き
ます。ユーザ AがWindowsアカウントにログインしているため、ユーザ Bからのチャット
メッセージがユーザ Aの Outlookアカウントに保存されます。

（注）

はじめる前に

ユーザと彼らのコンピュータはドメインを使用する必要があります。シングルサインオンを使用

した認証は、ユーザがローカルWindowsユーザの場合に機能しません。

手順

jabber-config.xmlファイルで、ExchangeAuthenticateWithSystemAccountパラメータを trueに
設定します。

クレデンシャルの同期による認証

Exchangeクレデンシャルは、Cisco Unified Presenceクレデンシャルなどの別のユーザのクレデン
シャルセットと同期することができます。この方法を使用する場合は、クライアントがクレデン

シャルを使用して Exchangeサーバの認証を受けます。
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はじめる前に

手順

ステップ 1 Jabber-config.xmlファイルで、Exchange_UseCredentialsFromパラメータを設定します。

ステップ 2 パラメータの値は、クレデンシャルを同期するために使用するサービスとして定義します。例：

<Exchange_UseCredentialsFrom>CUCM</Exchange_UseCredentialsFrom>。

この例では、Cisco Unified Communications Managerが Exchangeサーバに認証用のクレデンシャル
を提供するサービスとして定義されます。

サーバアドレスの指定

クライアントが Exchange Serverにアクセスするための認証方式を有効にしてから、クライアント
が Exchange Serverのアドレスを指定するための方法を有効にする必要があります。

サーバアドレスを指定しなかった場合は、ユーザがクライアントの [オプション（Options）]メ
ニューの [Outlook（Outlook）] > [詳細設定（Advanced）]タブで、内部と外部の Exchange Server
を手動で入力する必要があります。

サーバアドレスの自動検出

ユーザのドメインに基づいて自動的に Exchange Serverを検出するようにクライアントを設定でき
ます。このドメインは、ユーザのクレデンシャルに対して指定されたドメインを使用して認証方

式をセットアップしたときに定義されます。

手順

ステップ 1 jabber-config.xmlファイルで、ExchangeAutodiscoverDomainパラメータを設定します。

ステップ 2 Exchange Serverを検出するドメインとしてパラメータの値を定義します。
クライアントは、このドメインを使用して、次のWebアドレスのいずれかでExchange Serverを検
索します。
https://<domain>/autodiscover/autodiscover.svc

https://autodiscover.<domain>/autodiscover/autodiscover.svc

サーバアドレスの定義

コンフィギュレーションファイルで内部と外部の Exchange Serverアドレスを定義できます。
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手順

ステップ 1 jabber-config.xmlファイルで、InternalExchangeServerパラメータと ExternalExchangeServer
パラメータを設定します。

ステップ 2 Exchange Serverアドレスを使用してパラメータの値を定義します。
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第 5 章

Cisco Jabber for Android および iOS の機能

• コールパーク, 77 ページ

• Dial via Officeをサポートするための Cisco Unified Communications Managerの設定, 78 ペー
ジ

• Dial via Office, 81 ページ

• モバイルコネクト, 86 ページ

• 携帯電話に移動, 90 ページ

コールパーク
適用対象：Cisco Jabber for Androidと Cisco Jabber for iOS

コールパークを使用すれば、コールを保留にして、Cisco Unified Communications Managerシステ
ム内の別の電話でそのコールに出ることができます。コールパークを有効にして、内線番号をク

ラスタ内の Cisco Unified Communications Managerノードごとに定義する必要があります。コール
パーク内線番号として使用するために、単一のディレクトリ番号を定義することも、ディレクト

リ番号の範囲を定義することもできます。

コールパークを有効にするには、次の作業を実行します。詳細については、『FeatureConfiguration
Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

（オプション）クラスタ全体のコールパークを設定す

るか、ステップ3の手順を使用してクラスタ内の個別の
ノードにコールパークを設定します。

クラスタ全体のコール

パークの設定

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクショ

ン

コールパーク番号を追加するためのパーティションを

作成します。

パーティションの設定ステップ 2   

クラスタ内のノード全体でコールパークを使用するた

めのコールパーク番号を設定します。

コールパーク番号の設定ステップ 3   

コールパーク内線番号として使用するために、単一の

ディレクトリ番号を定義することも、ディレクトリ番号

の範囲を定義することもできます。各コールパーク内

線番号にパークできるコールは 1つだけです。

Dial via Office をサポートするための Cisco Unified
Communications Manager の設定

Dial via Office -リバース（DvO-R）をサポートするように Cisco Unified Communications Manager
を設定するには、次の手順を行います。

1 次の手順のいずれかまたは両方を実行します。

•エンタープライズ機能アクセス番号の設定

•モビリティプロファイルの設定

2 「デバイス COPファイルのバージョンの確認」の手順を完了します。

3 必要な場合は、モバイル ID電話番号へのコールを発信ゲートウェイにルーティングするアプ
リケーションダイヤルルールを作成します。モバイル ID電話番号の形式がアプリケーション
ダイヤルルールと一致することを確認します。

エンタープライズ機能アクセス番号の設定

Dial via Office -リバースを使用するすべての Cisco Jabberコールに対してエンタープライズ機能ア
クセス番号を設定するには、次の手順を使用します。

エンタープライズ機能アクセス番号は、この目的のために別の番号がモビリティプロファイルに

設定されていない場合、Cisco Unified Communications Managerが、携帯電話およびダイヤル番号
とのコールに使用する番号です。
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はじめる前に

•エンタープライズ機能アクセス番号（EFAN）として使用するダイヤルイン方式（DID）番号
を予約します。モビリティプロファイルを設定済みの場合、この手順は任意です。

•この番号に要求される形式を決定します。選択する正確な値は、ゲートウェイが渡す電話番
号に依存します（たとえば、7桁または 10桁）。エンタープライズ機能アクセス番号はルー
ティング可能な番号である必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [エンタープライズ機能アクセ
ス番号設定（Enterprise Feature Access Number Configuration）]を選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]を選択します。

ステップ 4 [番号（Number）]フィールドに、エンタープライズ機能アクセス番号を入力します。
システム内で一意の DID番号を入力します。

国際電話をサポートするには、この番号の前に \+を付けます。

ステップ 5 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから、エンタープライズ機能ア
クセスに必要な DIDのパーティションを選択します。
このパーティションは、[リモート接続先用の着信コーリングサーチスペース（Inbound Calling
SearchSpace forRemoteDestination）]設定の [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティ）
（Clusterwide Parameters (System - Mobility)）]セクションの、[システム（System）] > [サービスパ
ラメータ（Service Parameters）]で設定します。この設定は、ゲートウェイまたはトランクの着信
コーリングサーチスペースか、デバイスの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウで割
り当てられたコーリングサーチスペースを指します。

ユーザがDvOコールバック番号を代替番号で設定した場合は、必ず代替電話番号の接続先にルー
トされるようにトランクのコーリングサーチスペース（CSS）を設定します。

ステップ 6 [説明（Description）]フィールドにモビリティエンタープライズ機能アクセス番号の説明を入力
します。

ステップ 7 （任意）このエンタープライズ機能アクセス番号をこのシステムのデフォルトにする場合は、[デ
フォルトのエンタープライズ機能アクセス番号（Default Enterprise FeatureAccessNumber）]チェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。

モビリティプロファイルの設定

Cisco Jabberデバイスのモビリティプロファイルを設定するには、次の手順を使用します。エン
タープライズ機能アクセス番号を設定済みの場合、この手順は任意です。
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モビリティプロファイルを使用して、モバイルクライアントのDial via Office -リバースを設定で
きます。モビリティプロファイルをセットアップしたら、これをユーザまたはユーザのグループ

（ある地域や場所にいるユーザ）に割り当てることができます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [モビリティプロファイル
（Mobility Profile）]を選択します。

ステップ 3 [モビリティプロファイル情報（Mobility Profile Information）]セクションで、[名前（Name）]
フィールドにモビリティプロファイルの説明的な名前を入力します。

ステップ 4 [Dial-via-Office-Reverseコールバック（Dial via Office-Reverse Callback）]セクションで、[コール
バック発信者 ID（CallbackCaller ID）]フィールドに、クライアントがCiscoUnifiedCommunications
Managerから受信するコールバックコールの発信者 IDを入力します。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

デバイス COP ファイルのバージョンの確認
このCisco Jabberリリース用の正しいデバイスCOPファイルを使用していることを確認するには、
次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）]をクリックします。

ステップ 4 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、[Cisco Dual Mode for iPhone]を選択し
ます。

ステップ 5 [電話のタイプ（Phone Type）]ドロップダウンリストから、[Cisco Dual Mode for Android]を選択
します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。

ステップ 7 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションまでスクロールダウ
ンし、[ビデオ機能（VideoCapabilities）]ドロップダウンリストが表示されることを確認します。
[ビデオ機能（Video Capabilities）]ドロップダウンリストが表示された場合、COPファイルはご
使用のシステムにすでにインストールされています。

[ビデオ機能（VideoCapabilities）]ドロップダウンリストが表示されない場合は、正しいCOPファ
イルを探してダウンロードします。
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Dial via Office
適用対象：Cisco Jabber for Androidと Cisco Jabber for iOS

次の機能は、Dial via Office -リバース（DvO-R）機能が有効な場合はサポートされていませ
ん。

重要

• URIダイヤル

•セキュア電話

DvO機能と組み合わせて使用できるユーザ制御のボイスメールの無効化は、Cisco Unified
Communications Managerリリース 9.0以降でのみ使用可能です。タイマー制御のボイスメール
の無効化は Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降で使用できます。

社内ネットワークの外部にいる場合は、Expressway for Mobile and Remote Access経由でDvO-R
コールを行うことができます。DvO-Rは、Cisco Expressway X8.7および Cisco Unified
Communications Manager 11.0(1a)SU1でサポートされています。

DvO機能を使用すると、ユーザはデバイスのモバイルボイスネットワークを使用して、勤務先番
号で Cisco Jabber発信コールを開始できます。

Cisco Jabberは DvO-R（DvO-リバース）コールをサポートしており、次のように動作します。

1 ユーザが DvO-Rコールを開始します。

2 クライアントは、Cisco Unified Communications Managerに携帯電話番号にコールするよう通知
します。

3 Cisco Unified Communications Managerは携帯電話番号にコールして接続します。

4 CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ユーザがダイヤルした番号にコールして接続します。

5 Cisco Unified Communications Managerは 2つのセグメントに接続します。

6 ユーザおよび着信者は、通常のコールと同様に続けます。

着信コールは、ユーザがクライアントで設定したコールオプションに従い、モバイルコネクトま

たは Voice over IPを使用します。Dial via Officeが動作するために、モバイルコネクトは必要あり
ません。ただし、勤務先番号に電話がかかってきたときに、ネイティブの携帯電話番号で呼び出

し音を鳴らすように、モバイルコネクトを有効にすることをお勧めします。Cisco Unified
Communications Managerユーザページから、モバイルコネクトを有効または無効にしたり、設定
を使用してモバイルコネクトの動作を調整したりすることができます（たとえば、時間帯ルー

ティングや呼び出し前の遅延タイマーの設定など）。モバイルコネクトのセットアップの詳細に

ついては、「モバイルコネクトのセットアップ」のトピックを参照してください。
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次の状況では、ユーザは Cisco Jabberで着信コールを受信しません。（注）

•ユーザが任意のネットワークで [モバイルボイスネットワーク（Mobile Voice Network）]
コールオプションを選択したときに、デバイスでシングルナンバーリーチ（SNR）が設
定されていない場合は、Cisco Jabberで着信コールが受信されません。

•ユーザが任意のネットワークで [モバイルボイスネットワーク（Mobile Voice Network）]
コールオプションを選択したときに、[呼び出しスケジュール（Ring Schedule）]でシン
グルナンバーリーチ（SNR）が設定されていた場合、ユーザは [呼び出しスケジュール
（Ring Schedule）]で設定されている時間を超えて Cisco Jabberで着信コールを受信しま
せん。

次の表は、着信コールと発信コールに使用するコールメソッドについて説明します。コールメソッド（VoIP、モバイ
ルコネクト、DvO-R、またはネイティブセルラーコール）は、選択されたコールオプションとネットワーク接続に
よって異なります。

表 1：異なるネットワーク接続を通したコールオプションで使用するコールメソッド

コールオプション

接続 自動選択モバイルボイスネットワークVoice over IP

着信：VoIP発信：VoIP

着信：モバイルコ

ネクト
発信：DvO-R着信：

VoIP
発信：
VoIP

企業Wi-Fi

企業外Wi-Fi

着信：モバイルコ

ネクト
発信：DvO-Rモバイルネット

ワーク（3G、
4G）

発信ネイティブセルラーコール電話サービスが未

登録
着信モバイルコネクト

Dial via Office -リバース（DvO-R）機能を設定するには、次の手順を行う必要があります。
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1 DvO-RをサポートするようにCisco Unified CommunicationsManagerを設定します。詳細につい
ては、「DvOをサポートするためのCisco Unified Communications Managerの設定」のトピック
を参照してください。

2 各 Cisco Dual Mode for iPhoneデバイスで DvOを有効にします。詳細については、「各デバイ
スに対する Dial via Officeの設定」のトピックを参照してください。

3 各 Cisco Dual Mode for Androidデバイスで DvOを有効にします。詳細については、「各デバイ
スに対する Dial via Officeの設定」のトピックを参照してください。

各デバイスに対する Dial via Office の設定
各 TCTデバイスに対して Dial Via Office -リバースを設定するには、次の手順を使用します。

各 BOTデバイスに対して Dial Via Office -リバースを設定するには、次の手順を使用します。

1 各ユーザのモビリティ IDを追加します。

2 各デバイスで Dial via Officeを有効にします。

3 モバイルコネクトを有効にした場合は、モバイルコネクトが機能することを確認します。デ

スクフォンの内線に電話して、関連付けるモバイル IDで指定した電話番号が鳴ることを確認
します。

モビリティ ID の追加
モビリティ IDを追加し、モバイルデバイスの携帯電話番号を接続先番号として指定するには、
次の手順を使用します。この接続先番号は Dial via Officeやモバイルコネクトなどの機能で使用
します。

モビリティ IDを追加するときは、1つの番号だけ指定できます。モバイルデバイスの 2つ目の携
帯電話番号などの代替番号を指定する場合は、リモート接続先を設定できます。モビリティ IDの
設定の特性は、リモート接続先の設定の特性と同じです。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたモビリティ ID（AssociatedMobility Identity）]セクションで [新しいモビリティ ID
の追加（Add a New Mobility Identity）]を選択します。

ステップ 4 接続先番号として携帯電話番号を入力します。
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この番号をアウトバウンドゲートウェイにルーティングできる必要があります。通常、この番号

は完全な E.164番号です。

ユーザの Dial via Office -リバース機能を有効にするには、ユーザのモビリティ IDの接
続先番号を入力する必要があります。

Dial via Office -リバースを有効にして、モビリティ IDの接続先番号を空のままにした
場合は、次のようになります。

（注）

•モバイルデータネットワークとVPNの使用中にユーザが [自動選択（Autoselect）]
コールオプションを選択すると、電話サービスが接続できなくなります。

•あらゆるタイプのネットワークでユーザが [モバイルボイスネットワーク（Mobile
VoiceNetwork）]コールオプションを選択すると、電話サービスが接続できなくな
ります。

•電話サービスが接続できない原因は、ログに示されません。

ステップ 5 コールタイマーの初期値を入力します。

これらの値によって、モバイルデバイスのクライアントで呼び出し音を鳴らす前に、モバイル

サービスプロバイダーのボイスメールに通話がルーティングされることがなくなります。エンド

ユーザのモバイルネットワークと動作するように、これらの値を調整することができます。詳細

については、Cisco Unified Communications Managerのオンラインヘルプを参照してください。

次に示すのは、Cisco Unified Communications Manager 9.xのモビリティ IDのタイマー情報の例で
す。

推奨する初期値設定

3000呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon
Timer）

20000呼び出し終了タイマー（Answer too late timer）

0

この設定はDVO-Rコールには適用さ
れません。

（注）

呼び出し前の遅延タイマー（Delay before ringing
timer）

次に示すのは、Cisco Unified Communications Manager 10.xのモビリティ IDのタイマー情報の例で
す。

推奨する初期値設定

0.0秒ビジネス回線にダイヤルされたときに、*秒経
過してからこの電話の呼出音を鳴らす。*

3.0秒コールがボイスメールに直接転送されることを

検出するまで *秒待機して、このコールがこの
電話のボイスメールに直接転送されないように

する。*
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推奨する初期値設定

20.0秒この電話のボイスメールに接続しないように、

電話の呼び出しを *秒後に停止する。*

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 9以前：[モバイルコネクトの有効化（Enable
Mobile Connect）]チェックボックスをオンにします。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 10：[シングルナンバーリーチを有効にする
（Enable Single Number Reach）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 Dial via Office機能をセットアップする場合は、[モビリティプロファイル（Mobility Profile）]ド
ロップダウンリストで次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ユーザがエンタープライズ機能アクセス番号（EFAN）を使用
するようにする場合は、このオプションを選択します。

空白（Leave blank）

ユーザが EFANの代わりにモビリティプロファイルを使用す
るようにする場合は、作成したモビリティプロファイルを選

択します。

モビリティプロファイル

（Mobility Profile）

ステップ 8 携帯番号に通話をルーティングするスケジュールを設定します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択します。

各デバイス上での Dial via Office の有効化
各デバイス上で Dial via Officeを有効にするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
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c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）]セクションの [Cisco Unified Mobile Communicatorの有効化
（Enable Cisco Unified Mobile Communicator）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]セクションの [再ルーティング用コーリング
サーチスペース（Rerouting Calling Search Space）]ドロップダウンリストで、DvOコールバック
番号にコールをルートできるコーリングサーチスペース（CSS）を選択します。

ステップ 5 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションで [Dial via Office]ド
ロップダウンリストを [有効（Enabled）]に設定します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

ステップ 8 機能にアクセスするには、クライアントからログアウトして再度ログインするようにユーザに指

示します。

次の作業

この機能をテストしてください。

モバイルコネクト
適用対象：Cisco Jabber for Androidと Cisco Jabber for iOS

モバイルコネクト（以前のシングルナンバーリーチ（SNR））は、次のような場合に誰かが勤務
先番号にコールしたときに、ネイティブな携帯電話番号が鳴ることを可能にします。

• Cisco Jabberが使用できない場合、Cisco Jabberが再び使用可能になり、企業ネットワークに
接続された後で、Cisco Unified Communications Managerはモバイルコネクトの使用ではなく
VoIPコールの発信に復帰します。

•ユーザが [モバイルボイスネットワーク（Mobile Voice Network）] コーリングオプションを
選択します。

•ユーザが [自動選択（Autoselect）]コーリングオプションを選択し、ユーザがWi-Fiネット
ワーク外です。

手順

目的コマンドまたはアクション

モバイルコネクトの有効化, （87
ページ）

ステップ 1   

モバイルデバイスの電話番号を設定する。モビリティ IDの追加, （83ペー
ジ）

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

代替電話番号を設定する。リモート接続先の追加（オプショ

ン）, （89ページ）
ステップ 3   

設定をテストします。ステップ 4   •モバイルデバイスで Cisco Jabberを終
了します。

•別の電話からCisco Jabberの内線にコー
ルします。

•ネイティブなモバイルネットワーク電
話番号で呼び出し音が鳴り、それに応

答するとコールが接続されることを確

認します。

モバイルコネクトの有効化

モバイルコネクトをエンドユーザが使用できるようにするには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 携帯電話番号に設定済みの既存のリモート宛先またはモビリティ IDを検索して削除するには、次
のようにします。

a) [デバイス（Device）] > [リモート接続先（Remote Destination）]を選択します。
b) 接続先番号を検索します。
c) 接続先番号を削除します。

ステップ 3 次のようにして、エンドユーザにモバイルコネクトを設定します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択します。
b) エンドユーザを検索します。
c) ユーザ IDを選択して、[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウを開きま
す。

d) [モビリティ情報（Mobility Information）]セクションで、[モビリティの有効化（EnableMobility）]
チェックボックスをオンにします。

e) Cisco Unified Communications Managerリリース 9.0以前の場合は、[プライマリユーザデバイス
（Primary User Device）]を指定します。

f) [保存（Save）]を選択します。

ステップ 4 次のようにして、モバイルコネクトのデバイス設定を行います。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]に移動します。
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b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。
d) 次の情報を入力します。

情報設定

[モビリティ（Mobility）]ボタンが含まれたソフトキーテンプレート
を選択します。

ソフトキーテンプレートの設定方法の詳細については、ご使用のリ

リースに対応した『CiscoUnifiedCommunicationsManager Administration
Guide』にある関連情報を参照してください。このマニュアルは、メ
ンテナンスガイド一覧にあります。

ソフトキーテンプ

レート

ユーザを選択します。モビリティユーザ ID
（Mobility User ID）

ユーザを選択します。値はモビリティユーザ IDと一致する必要があ
ります。

オーナーのユーザ ID
（Owner User ID）

次の両方を含む再ルーティングコーリングサーチスペースを選択し

ます。

•ユーザのデスクフォン内線のパーティション。この要件は、ルー
ティングコール用ではなく、Dial via Office機能を提供するため
にシステムで使用されます。

•携帯電話番号へのルート。携帯電話番号へのルート（つまり、
ゲートウェイ/トランクパーティション）には、デバイスと関連
付けられた社内内線のパーティションより高い優先順位を設定す

る必要があります。

Cisco Jabberを使用すると、デバイスの携帯電話番号と異な
るコールバック番号を Dial via Office -リバースコールに対
して指定でき、どのコールバック番号に到達可能かは再ルー

ティング用コーリングサーチスペースによって制御されま

す。

（注）

ユーザが DvOコールバック番号を代替番号で設定した場合は、必ず
代替電話番号の接続先にルートされるようにトランクのコーリング

サーチスペース（CSS）を設定します。

再ルーティング用

コーリングサーチス

ペース（Rerouting
Calling Search Space）

e) [保存（Save）]を選択します。
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リモート接続先の追加（オプション）

リモート接続先を追加し、接続先番号として任意の代替番号を指定するには、次の手順を使用し

ます。モビリティ IDの設定の特性は、リモート接続先の設定の特性と同じです。

代替番号は、自宅の電話番号、会議室の電話番号、デスクフォンの電話番号、または追加のモバ

イルデバイス向けの複数の携帯電話番号など、あらゆるタイプの電話番号にすることができま

す。複数のリモート接続先を追加できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションで [新規リモート接
続先の追加（Add a New Remote Destination）]を選択します。

ステップ 4 [接続先番号（Destination Number）]として目的の電話番号を入力します。
この番号をアウトバウンドゲートウェイにルーティングできる必要があります。通常、この番号

は完全な E.164番号です。

ステップ 5 以下のコールタイマーの初期値を入力します。

a) [呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon Timer）]：3000を入力します。
b) [呼び出し終了タイマー（Answer Too Late Timer）]：20000を入力します。
c) [呼び出し前の遅延タイマー（Delay Before Ringing Timer）]：0
この設定は DVO-Rコールには適用されません。

これらの値によって、モバイルデバイスのクライアントで呼び出し音を鳴らす前に、モバイル

サービスプロバイダーのボイスメールに通話がルーティングされることがなくなります。詳細に

ついては、Cisco Unified Communications Managerのオンラインヘルプを参照してください。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• Cisco Unified Communications Managerバージョン 9以前の場合は、[モバイルコネクトの有効
化（Enable Mobile Connect）]チェックボックスをオンにします。

• Cisco Unified Communications Managerバージョン 10の場合は、[シングルナンバーリーチを
有効にする（Enable Single Number Reach）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 携帯番号に通話をルーティングするスケジュールを設定します。

ステップ 8 [保存（Save）]を選択します。
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携帯電話に移動
適用対象：Cisco Jabber for Androidと Cisco Jabber for iOS

ユーザはアクティブな VoIPコールを、Cisco Jabberからモバイルネットワーク上の自分の携帯電
話番号に転送できます。この機能は、ユーザが通話しながらWi-Fiネットワークを離れる場合（た
とえば、建物を離れて車まで歩いていくときなど）や、Wi-Fiネットワークを経由すると音声品質
に問題がある場合に便利です。

この機能を有効にする方法は 2通りあります。無効にすることもできます。

指示説明実装方法

詳細については、「VoIPからモバイ
ルネットワークへのハンドオフの有

効化」のトピックを参照してくださ

い。

モバイルデバイスは、モバイルネッ

トワークを使用して Cisco Unified
CommunicationsManagerを呼び出しま
す。

この方法には、ダイヤルイン（DID）
番号が必要です。

サービスプロバイダーは、設定のDID
の値を正確に提供する必要がありま

す。また、Cisco IOSゲートウェイが
Cisco Unified Communications Manager
への通信にH.323またはSIPを使用す
る場合、Cisco IOSを使用して、ゲー
トウェイで着信者番号を操作し、番号

をハンドオフDNで設定したとおりに
Cisco Unified Communications Manager
に表示することができます。

この方法は、iPodTouchデバイスでは
動作しません。

ハンドオフ DN

詳細については、「VoIPからモバイ
ルネットワークへの転送の有効化」

のトピックを参照してください。

Cisco Unified Communications Manager
は、モバイルデバイスの PSTNモバ
イルサービスプロバイダーの電話番

号に発信します。

モビリティソフト

キー
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指示説明実装方法

TCTデバイスページの [プロダクト固
有の設定（Product Specific
ConfigurationLayout）]セクションで、
[モバイルネットワークへ転送
（Transfer to Mobile Network）]オプ
ションに対して [無効（Disabled）]を
選択します。

BOTデバイスページの [プロダクト
固有の設定（Product Specific
ConfigurationLayout）]セクションで、
[モバイルネットワークへ転送
（Transfer to Mobile Network）]オプ
ションに対して [無効（Disabled）]を
選択します。

ユーザから利用できるようにしない場

合は、この機能を無効にします。

上記以外

VoIP からモバイルネットワークへのハンドオフの有効化
Cisco Unified Communications Managerが VoIPからモバイルネットワークにアクティブコールを
ハンドオフするために使用できる、電話番号を設定します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
がユーザを認識できるようにするために、ユーザの発信者 IDをモビリティ IDと一致させます。
VoIPからモバイルネットワークへのハンドオフをサポートするように、TCTデバイスおよびモ
バイルデバイスをセットアップします。

Cisco Unified Communications Managerが VoIPからモバイルネットワークにアクティブコールを
ハンドオフするために使用できる、電話番号を設定します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
がユーザを認識できるようにするために、ユーザの発信者 IDをモビリティ IDと一致させます。
VoIPからモバイルネットワークへのハンドオフをサポートするように、BOTデバイスおよびモ
バイルデバイスをセットアップします。

ハンドオフ DN の設定

はじめる前に

必要な値を識別します。選択する値は、ゲートウェイが渡す電話番号によって異なります（たと

えば、7桁や 10桁など）。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コールルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [ハンドオフ設定（Handoff
Configuration）]を選択します。

ステップ 3 デバイスが VoIPコールをモバイルネットワークにハンドオフする際に使用するダイヤルイン
（DID）番号のハンドオフ番号を入力します。
サービスプロバイダーは、設定の DIDの値を正確に提供する必要があります。また、H.323また
は SIPを使用して Cisco Unified Communications Managerに通信する Cisco IOSゲートウェイの場合
は、Cisco IOSを使用して、ゲートウェイで着信者番号を操作し、その番号をハンドオフ番号で設
定したとおりに Cisco Unified Communications Managerに表示することができます。

Cisco Unified Communications Manager内でトランスレーションパターンや他の操作を使
用して、受信 DID番号を設定済みハンドオフ DNと照合することはできません。

（注）

ステップ 4 ハンドオフ DIDの [ルートパーティション（Route Partition）]を選択します。
このパーティションは、リモート接続先の着信コーリングサーチスペース（CSS）に存在する必
要があります。これは、ゲートウェイまたはトランクの着信CSSまたはリモート接続先CSSのい
ずれかをポイントします。

この機能は、このページのその他のオプションを使用しません。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

発信者 ID とモビリティ ID の一致
許可された電話機だけがコールを発信できるようにするには、コールがシステム内に設定された

電話機から発信されるようにする必要があります。そのため、システムは要求元電話番号の発信

者 IDと、既存のモビリティ IDとの照合を試みます。デフォルトでは、デバイスがハンドオフ機
能を起動したときに、ゲートウェイから Cisco Unified Communications Managerに渡される発信者
IDが、そのデバイス用に入力したモビリティ ID番号と完全に一致している必要があります。

ただし、システムの設定によっては、こうした番号が完全一致しない場合があります。たとえば、

モビリティ ID番号に国番号が含まれ、発信者 IDには含まれないことがあります。その場合は、
部分一致を認識するようシステムを設定する必要があります。

異なるエリアコードまたは異なる国に、同じ電話番号が存在する可能性について考えておく必要

があります。また、サービスプロバイダーが可変桁数の通話を識別する場合は、部分一致に影響

があることに注意してください。たとえば、ローカルコールは 7桁（555 0123など）を使用して
識別されるが、エリア外コールは 10桁（408 555 0199など）を使用して識別されることがありま
す。

はじめる前に

モビリティ IDを設定します。詳細については、「モビリティ IDの追加」のトピックを参照して
ください。
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この手順をすべて行う必要があるかどうかを確認するには、次の手順を行ってください。モバイ

ルデバイスからシステムにダイヤルインし、発信者 IDの値と、モビリティ IDの宛先番号を比較
します。値が一致しない場合は、この手順に従う必要があります。予想されるすべてのロケール

およびエリアコード内で支給されたデバイスに対して、この手順を繰り返します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]の順に選択します。

ステップ 3 アクティブサーバを選択します。

ステップ 4 [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco CallManager (Active)）]サービスを選択します。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティ）（Clusterwide Parameters (System -Mobility)）]
セクションまでスクロールします。

ステップ 6 [発信者 IDとリモート接続先の照合（Matching Caller ID with Remote Destination）]を選択し、この
値に関する重要な情報を確認します。

ステップ 7 [部分一致による発信者 IDとリモート接続先の照合（PartialMatch forMatchingCaller IDwith Remote
Destination）]を選択します。

ステップ 8 [発信者 IDの部分一致の桁数（Number of Digits for Caller ID Partial Match）]を選択し、この値に関
する重要な要件を確認します。

ステップ 9 部分一致に必要な桁数を入力します。

ステップ 10 [保存（Save）]を選択します。

ハンドオフのためのユーザおよびデバイス設定のセットアップ

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Managerでユーザデバイスを設定します。

•ユーザのモビリティ IDを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスで、TCTデバイス
ページに移動し、[モバイルネットワークへ転送（Transfer to Mobile Network）]オプションに [ハ
ンドオフ DN機能を使用（Use Handoff DN Feature）]を選択します。
iPod Touchデバイスでは、この方法は割り当てないでください。代わりにモビリティソフトキー
の方法を使用します。
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ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]インターフェイスで、BOTデバイス
ページに移動し、[モバイルネットワークへ転送（Transfer to Mobile Network）]オプションに [ハ
ンドオフ DN機能を使用（Use Handoff DN Feature）]を選択します。

ステップ 3 iOSデバイスで、[設定（Settings）] > [電話（Phone）] > [発信者 IDを表示（Show My Caller ID）]
をタップして、発信者 IDがオンになっていることを確認します。

ステップ 4 一部のAndroidデバイスおよびオペレーティングシステムの組み合わせでは、発信者 IDがオンに
なっていることを確認できます。Androidデバイスで電話アプリケーションを開き、[メニュー
（Menu）] > [通話設定（Call Settings）] > [追加設定（Additional settings）] > [発信者 ID（Caller
ID）] > [番号の表示（Show Number）]をタップします。

ステップ 5 この機能をテストしてください。

VoIP からモバイルネットワークへの転送の有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 システムレベル設定で、電話のコール状態が「接続中（Connected）」および「オンフック
（On-hook）」のときに、[モビリティ（Mobility）]ソフトキーが表示されることを確認します。
a) [デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [ソフトキーテンプレート（Softkey

Template）]の順に選択します。
b) デバイスにモバイルコネクトを設定したときに選択したのと同じソフトキーテンプレートを
選択します。

c) 右上の [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストで、[ソフトキーレイアウトの設
定（Configure Softkey Layout）]を選択し、[移動（Go）]を選択します。

d) コール状態のドロップダウンリストで [オンフック（On-hook）]状態を選択し、選択されてい
るソフトキーのリストに [モビリティ（Mobility）]キーが入っていることを確認します。

e) コール状態のドロップダウンリストで [接続中（Connected）]状態を選択し、選択されている
ソフトキーのリストに [モビリティ（Mobility）]キーが入っていることを確認します。

ステップ 3 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]の順に選択します。
b) 設定するデバイスを検索します。
c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウを開きます。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerのユーザ単位およびデバイス単位の設定で、特定のデバイ
スからコールをモバイルボイスネットワークに転送するときに [モビリティ（Mobility）]ソフト
キーを使用するように設定します。モバイルデバイスに対してモビリティ IDおよびモバイルコ
ネクトの両方をセットアップしていることを確認します。転送機能が動作するようになったら、

ユーザは自分の都合に合わせて、転送機能をいじることなくモバイルコネクトを有効にしたり無

効にしたりできるようになります。
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デバイスが iPod Touchの場合は、代替電話番号（ユーザの携帯電話など）を使用してモビリティ
IDを設定できます。

a) デバイスページの [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）]を選択します。
b) [モビリティユーザ ID（Mobility User ID）]を選択します。通常、この値は [オーナーのユーザ

ID（Owner User ID）]と同じです。
c) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクションの [モバイルネッ
トワークへの転送（Transfer to Mobile Network）]オプションで、[モビリティソフトキーの使
用（UseMobility Softkey）]または [ハンドオフDN機能を使用（Use HandoffDN Feature）]を選
択します。

ステップ 5 [ユーザロケール（UserLocale）]フィールドで、[英語、アメリカ合衆国（English，UnitedStates）]
を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）]を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）]を選択します。

ステップ 8 機能にアクセスするには、クライアントからログアウトして再度ログインするようにユーザに指

示します。

次の作業

VoIPからアクティブなコールをモバイルネットワークに転送して、設定をテストします。
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第 6 章

Cisco Jabber for Android、iOS、および
Windows の機能

• サイレントモニタリングおよびコール録音, 97 ページ

サイレントモニタリングおよびコール録音
適用対象：Cisco Jabber for Windows、Cisco Jabber for Android、Cisco Jabber for iOS

この機能は、オンプレミス展開用にサポートされています。Cisco Jabber for Windowsでは、Cisco
Unified Communications Manager 9.x以降が必要です。

Cisco Jabber for iPhoneおよび iPad and Cisco Jabber for Androidでは、Cisco Unified Communications
Manager 11.0以降が必要です。

サイレントモニタリング、コール録音など、デバイスの追加音声パス機能をセットアップできま

す。

サイレントモニタリングとコール録音を有効にする手順については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Features and Services Guide』の「Monitoring and Recording」セクションを参照してくださ
い。

（注）

• Cisco Jabberは、サイレントモニタリングまたはコール録音を開始するためのインターフェ
イスを提供していません。コールをサイレントモニタリングまたは録音するための適切なソ

フトウェアを使用してください。

• Cisco Jabberは、現時点では、モニタリング通知トーンまたは録音通知トーンをサポートして
いません。

•サイレントモニタリング機能およびコール録音機能のみ使用できます。Cisco Jabberは、割
り込み、ウィスパーコーチングなど、その他の機能をサポートしていません。
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•ご使用の Cisco Unified Communications Managerのバージョンによっては、デバイスでモニタ
リング機能および録音機能を有効にするために、デバイスパッケージをダウンロードし、適

用する必要があります。サーバの設定を開始する前に、以下を実行してください。

1 サイレントモニタリングおよびコール録音を有効にするデバイスの [電話の設定（Phone
Configuration）]ウィンドウを開きます。

2 [ビルトインブリッジ（Built In Bridge）]フィールドを見つけます。

[電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウで [ビルトインブリッジ（Built InBridge）]
フィールドを使用できない場合、最新のデバイスパッケージをダウンロードし、適用す

る必要があります。
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第 7 章

Cisco Jabber for Android、iOS、および Mac
の機能

• フレキシブル DSCP値, 99 ページ

フレキシブル DSCP 値
適用対象：Cisco Jabber for Mac、Cisco Jabber for Android、Cisco Jabber for iOS

フレキシブルDiffServコードポイント（DSCP）を使用すると、異なるDSCP値を指定して、ネッ
トワーク上のオーディオストリームとビデオストリームを分離することができます。

クライアントで DSCPパケットのマーキングを有効または無効にするには、
EnableDSCPPacketMarkingパラメータを使用します。

DSCP値は、音声コール、ビデオコール、ビデオコールの音声部分、テレプレゼンスコールの音
声部分に個々に設定できます。帯域幅管理を適切に行い、オーディオストリームの低下を防止す

るには、広帯域幅のビデオストリームからオーディオストリームを分離します。これは、ネット

ワークで輻輳が発生した場合、または通話品質に影響が生じた場合に有効に作用します。

DSCP値は、Cisco Unified Communications Managerで設定されます。詳細については、『System
Configuration Guide for Cisco Unified CommunicationsManager（Cisco Unified CommunicationsManager
システム設定ガイド）』の「Configure Flexible DSCPMarking and Video Promotion Policy（フレキシ
ブルDSCPのマーキングおよびビデオプロモーションポリシーの設定）」セクションを参照して
ください。
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